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活動計画書

今年度、会長を仰せっかつて居ります、河原です。

御指導、御協力を宜しくお願い申し上げます。

来年度 ジョン・ケニーRI会長テーマ

The future of Rotary is in your h創1ds

ロータリーの未来はあなたの手の中に

l、RI会長方針

(I) ポリオを撲滅する

(2) ロータリーに対する内外の認識と公共イメージを高める

(3) 他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図る

(4) 質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大する

(5) ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強調する

会長河原裕典

(6) 国際ロータリー内の指導的才能を最大限に活用し、育成する

(7) 組織全体を通じて継続性と一貫性を保つために長期計画の平Jll買を完全に実施す

る

2、2009-10年度地区方針

野坂定第2590地区ガパナ｝

(1) 「ロータリーの綱領jを再認識し、誇りと喜びと感謝を持ってロータリアンとと

しての責務を遂行しましょう。

(2) R Iの最優先事項「ポリオ撲滅j、及びRIの強調事項「水、保健と飢餓救済、

識字率向上」を強力に推進しましょう。

(3) クラブ主導、地区支援を基調とし、四大奉仕部門に沿ってクラブの活性化を図

り例会を充実させ、出席率を高めましょう。

(4) ロータリー独特の職業奉仕を再認識し、その活動に積棲的に取り組みましょう。

(5) 平和国家日本の推進に欠くことのできない近隣諸国との相互理解、友好親善を

深めるため、ロータリー財園、米山記念奨学会、世界社会奉仕活動などあらゆ

る機会を通して一層貢献していきましょう。

(6) 各クラブ、会員 1名以上の純増をお願いします。

(7) ロータリー財団への寄付は、会員 l名当たり年次寄付 120ドル及び、各クラブ

でベネファクターを 2名以1-.お願いします。
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(8) 米山記念奨学会への寄付は、会員1名当たり普通寄付5.000円、特別寄付20.000

円、計25.000円を目標します。

(9) 「ロータリーの未来はあなたの手の中にJ
100年に一度という不況の嵐が吹く中、まず会員基盤を維持拡大することが大事

です。ロータ リーの原点に立ち返り、足元を固めましょう。

2、横浜緑ロータリークラブの方針

今期創立 40周年を迎える横浜緑ロータリークラブの伝統を守り、積極的なロータリー

活動の展開を図り、 RI会長方針並びに地区ガパナ一方針に沿うような奉仕活動を行い

ます。

(1) ロータリーの網領を認識し、ロータリアン同士お互いの職業を理解し可能な範

囲で協力し合うようにする。

(2) R I会長賞資格獲得を目指す。

(3) 会員、 家族の皆様に奉仕活動、親睦活動等を積極的に参加して、頂けるようす

る。

(4) 会員増強については純増5名以上を目標とする。

(5) 炉辺会合を実施し、新会員の皆さんとの親睦を計ります。

(6) 情報委員会、広報委員会活動を活発化し、地域へのロータリ｝クラブPRに努

める。

(7) 姉妹クラブ、友好クラブとの奉仕活動を含め交流を深める。

(8) 創立40周年記念事業を成功させる。

-3ー



左ヒ
ロブ概況報

若山誉
下中英輝

幹事：
副幹事 ：

一フク

クラブの概況

L 名称区域及び所在地

横浜緑ロータリークラブ新：(1）名

［、ド成 21年 6月I円現在］

［平成 21年6月 1f:I現在］

〔平成 21年6月 1日現在］

機浜市：「横浜市人『1ニュース（推計）Jより

緑区

青葉区

都筑区

地域合計 675,735 265,656 

干226-0013横浜市緑区寺山町89スクエア21
TEL: 045-933-1651 FAX : 045-933-2027 
Email : rcmidori@jOO.itscom.net 
URL(Web) : http://horne.pOl.itscom.net/rcmidori 

世帯数

71,033 

119,897 

74,726 

横浜市緑区・青葉区・都筑区

総人口

175,892 

302,267 

197,576 

域(2）地

局務(3）事

干227-0062横浜市青葉区青葉台1-5-8青葉台フォーラム
TEL: 045-985-2109 FAX: 985-2108 
URL(Web): http://www.tokyu-com.eo.jp/aobadai/index.html 

場ム一品(tl）例

12時30分～13時30分毎週水曜円(5）例会日時

創立総会（スポンサー・クラブ横浜港北RC)
RI正式加盟承認特別代表山崎卯一
RI加盟認証状伝達式
4クラプ合同（横浜港南・横浜瀬谷・横浜緑・横浜旭）於：横浜文化体育館

2.創立

1970（昭和45）年 2月28円
1970（昭和45）年 3月11円
1970（昭和45）年12月13Fl 

付記
所属地区は、当初j第359地区。 1974（昭和49）午7月、第359地区より山梨県・静岡県を区域とする第
362地Fが分割され、当地区は神奈）111県となりました。
1977（昭和52）年7月よりRIの地区変更により、第259地区となりました。
1991（平成3）年7月よりRIの地区変更により、第2590地区となりました。

会
会
会
会
去

退
退
退
退
死

1973（昭48).01.31
1972（昭47).06.28
1988（昭63).07.08
1972（昭47).06.07
1992（平04).03.21

郎
次
一
一
．
郎
一

一
一
文
正
三
英

田
辻
本
出
橋

浜
細
岩
松
三

退会
退会
退会
退会
退会

1998（平10).12.30名答会員死去

会
会
会
去
会

退
退
退
死
退

1972（昭47).01.29
1975（昭50).06.26
1989（平Ol).12.30
2007（平19).11.28
1973（昭48).05.02

名倉健て
岡本健
；忘国主
高橋正文
富永力
鵜 J11 昇
吉田暗太郎

-4-

会
会
去
会
会
会
会

退
退
死
退
退
退
退

h
u
h
u
n
υ
A
U
n
u
a唖

a
笠
宮
i
A
Y
2
1
F
O
E

－u

ηι
ヨ
d

つd
q
d
q白
・
ヮ
b

Aリ
凸
U

つ
白
内
υ
q
L
A
U

司

L
ρ
む
n
hり
内
h
v
n
U
P
a
u

－a
吐

huJ
凸

O
A
y
n
F
M
a
t

o－
O
D
O
l・
c
ρ
ρ
ρ
ρ
ρ
J
ρ

、、．，，、、．，，、、．，，，、、．，
J

、、．，，、
J

、、、、，，，、、．，，、、，，，、、．，，、、．，，、、．，
r

、、．，
F

広
J
v
q’u
勺

s
ヮ，
Q
U
汁

H
A
U
0
6
4
t
A
4
A
戸

O

A

t
『

i

、．1
R
U
E
－op
h
u
n
U
必
唖
＋
甲
f
c
o
a
q
只
U
「
3
A
T
p
h
u
a
a
z

名
昭
昭
昭
平
昭
和
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

a
唱す，，．
1

，，．、、
I
・、，
t
、，
t
、z
v
b

，，圏、／・、，，．、／・、／・、，
t
、，，・
1

わ
u
n
v
『

t
つb
z
d
q
d
骨
且
R
P
h
u
q
d
n
w
d
h『
d
z
i
h『
d
h
J
M

h
し
Q
U
勺
a
Q
U
Q
d
司

t
射
訓
U
O
O
ワ
e
ワ
e
ワ
e
司

t
守

i
守
’

－n
w
d
n
v
A
H
d
n
v
n
y
同一ロ
n
y
n
y
A
w
d
A『
d
hヨ
凸
y
n
y

－－’
E
A

’EA
’EA
唱

E
A
噌

E
A
・守S
1

‘．A噌EA
司

a且
唱

EA

’E且
噌

EA

’EA

r

－
 

ノル
茂
道
正
雄
博

ト

治

薫

安

政

マ
田
川
崎
林
峰

合
秋
石
岩
小
小

中山恒三郎
柴田清
鈴木憲
土志田昭吉
足立英
麻生和衛
藤森茂



3.歴代会長・幹事及び会員数、出席率

長 幹 事
就任時年間平均

備 考年 度 £』

伝籍会員数出 席 $ -;z:; 

創立時 石 川 治道 柴 田 清 24名 92.86% 設立から6月迄
～1970（昭和45)
1970（昭和45)

石川 治道 柴 回 ？青 24名 98.58% ～1971(昭和46)
1971（昭和46)

秋 閏 茂 ＝津 君夫 41名 98.09% ～1972（昭和47)
1972（昭和47)

小林 安雄 高橋 正 文 40名 91.09% ～1973（昭和48)
1973（昭和48)

加藤 雅光 名倉 健二 37名 98.40% 
～1974（昭和49)
1974(0百和49)

名倉 健二 武藤 松 一 39名 97.67% ～1975（昭和50)
1975（昭和50)

鵜 ) , , 昇 山下 栄蔵 42名 97.38% ～1976（昭和51)
1976（昭和51)

中山 恒二郎 岩沢 幸男 47名 98.60% ～1977（昭和52)
1977（昭和52) コ 津 君夫 岡 本 健 48名 98.82% 
～1978（昭和53)
1978（昭和53)

森 善 助 演田 勝弥 47名 98.67% ～1979（昭和54)
1979（昭和54)

山下 栄蔵 戸田 裕也 50名 98.74% ～1980（昭和55)
1980（昭和55)

岡 本 健 代々木 和男 45名 99.33% ～1981（昭和56)
1981(日el.fn56)

岩沢 幸男 中 林 靖 50名 99.18% ～1982（昭和J57)
1982（昭和57)

田 辺 政雄 内 野 晃 48名 99.11% ～1983（昭和58)
1983（昭和58)

武藤 松 一 渡 辺 武 50名 97.86% ～1984（昭和59)
1984（昭和59)

戸同 裕也 寺崎 誠三 45名 96.31% ～1985（昭和60)
1985（昭和60)

田沼 文衛 :tコ"' 間 正 45名 96.27% ～1986（昭和61)
1986（昭和61)

中 林 情 赤柄 忠昭 50名 97.83% ～1987（昭和162)
1987（昭和62)

内 野 晃 薮烏 五郎 51名 96.96% ～1988（昭和63)
1988（昭和63)

代々木 和男 遠藤 真 作 53名 95.65% ～1989（平成1)
1989（平成1)

薮島 五郎 幸内 伸雄 47名 91.68% ～1990（平成2)
1990（平成2)

近 藤 褒 渡辺 宏 米 50名 94.50% ～1991（半成3)
1991（平成3)

幸 内 伸雄 横井 好明 51名 91.92% ～1992（平成4)
1992（平成4)

遠藤 真作 日 高 信 良 46名 91.91% ～1993（平成5)
1993（平成5)

横井 好明 遠藤 一 典 45名 92.46% ～1994（干・成6)
1994（平成6)

） 阪（横辺井 好宏明米） 井上 周輔 47名 93.81% ～1995（平成7
1995（平成7)

中 林 靖 脇田 幸 一 43名 92.70% ～1996（平成8)
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1996（平成8)
小林 新 一 金子 朝 夫 43名 95.30% 

～1997（平成9)
1997（平成9)

遠藤 一典 森 宏 43名 95.40% 
～1998（平成10)
1998（平成10)

脇田 幸一 市瀬 栄 ー 48名 93.00% 
～1999（平成11)
1999（平成11)

森 宏 須藤 保 夫 39名 92.60% 
～2000（平成12)

2000（平成12)
藤津 均 村松 勇治 38名 92.60% 

～2001（平成13)

2001(平成13)
加藤 喜夫 森 一 誠 38名 86.70% 

～2002（平成14)
2002（平成14)

市瀬 栄一 鶴 ｜吋 武 36名 95.00% 
～2003（平成15)
2003（平成15)

森 誠 番藤 ？青紀 36名 88.80% 
～2004（平成16)

2004（平成16)
村松 勇治 武藤 泰典 38名 87.40% 

～2005（平成17)

2005（平成17)
鶴 岡 武 河 梯j 雄 35名 90.40% 

～2006（平成18)
2006（平成18)

膏藤 清紀 北原 弘文 34名 集計中
～2007（平成19)
2007（平成19)

大地 哲郎 長根 信康 34名
～2008（平成2的

2008（平成20)
河糊 雄 演回 茂 40名

～2009（ギ成21)
2009（平成21)

河原 裕典 若山 誉 42名 前年度末現在～2010(半成22)

4.会員［ 2009（平成21）年6月30日現在］

(1）会員の積類

正 ? ミ 員 42名
内チャーターメンバー l名

(2）年・令構成

30才～39才 1名 40才～49才 13名 50才～59才 11名

60才～69才 7名 70才～79才 7名 80才以上 3名

最高齢 85才 最年少 38才 平均年令 58才

5.行事及び諸会合予定

別紙プログラム添付
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6.今期までの主なる歩み

内 容 年 月 円 ~ 長 幹 事 実 行委員 長等

1 チャ ータ ーナイト 1970（昭45).12.13 石 川 f台道 柴 回 1青 （特別代表〉
山崎 卯 一

2 インターアクトクラブ設立
1977（昭52).11.23

三 津 君 夫 岡 本 健
棉蔭学園高校

桐蔭学園 インターアクトクラフ．

3 10 周 年 記 念 1980（昭55).03.22 山下 栄蹴 戸田 裕 也 三 津 君 夫

4 ローターアクトクラブ設立
1980（昭55).11.23

岡 本 健 代々木 和男
桐蔭学園高等

桐蔭学園 ローターアクトクラフe

5 20 周 年 記 念、 1989（平01).04.01 代々木 和男 遠藤 真作 鵜 Jll 昇

6 ガ バナ ー出身
1990（平02).07.01

鵜川昇 会員
1991（平03).06.30

7 拡大実験（創立総会）
1978（昭53).05.25

三 津 君 夫 岡 本 健
横浜田園 RC

三井銀行青葉台支店 加藤 雅光

8 拡大実験（創立総会）
1984（昭59).03.27

武 藤 松 一 渡 辺 武
横浜たま RC

和光証券 中山 恒で7で郎

9 拡大実験（創立総会）
1991（平03).05.28

近 藤 裏 渡辺 宏未
新横浜 RC

新横浜国際ホテル 近 藤 事

10 30 周 年 記 念
2000（平12).04.01

森 宏 須藤 ｛呆 夫 山下 栄蔵
新横浜国際ホテノレ

11 第4・5グループ I.M
2006（平18).01.29

鶴 岡 武 何 糊 雄 遠藤 一典
桐蔭学園
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活動計画書

幹事 若山 誉

副幹事下中英輝

横浜緑ロータ リークラブのひとつの節目である40周年を迎える年度に幹事の職責を拝命

し感謝しております。幹事とはクラプの事務局長であると認識を持っております。クラプ

活動が円滑に進むよう努力をしていく所存でございます。加えて過去の会長 ・幹事が紡い

できたクラブの瞭史を踏襲しつつ、河原年度のエッセンスを入れる補佐役と して確かな未

来につなげていければと考えております。

クラプ幹事の重要な役割は、クラプが効果的に機能するよう援助することです。郎理事

会は、効果的なクラプを次のようなものとして特定しました。

＊会員基盤を維持、増強することができる。

＊地元社会ならびに他の国々の地域社会のニ｝ズを取り上げたプロジェク トを実施し、成

功させることができる。

＊ プログラムへの参加ならびに財政面での貢献を通じて、ロータ リー財団を支援すること

カ宝できる。

本 クラブ・レベルを超えてロータリーで奉仕できる指導者を育成することができる。

横浜緑ロータリーがさらなる効果的なクラブになるように盛り立てていきたいと存じます。

2009・2010のテーマである「ロータリーの未来はあなたの手の中にJを実践できるよう
に河原会長を補佐しつつ、下中副幹事、理事、役員そして会員の皆様と手を携えてロータ

リアンと しての倫理的行動の規範を示し、奉仕を提供していきます。会員の皆様のご協力

が不可欠です。よろしく篤くご支援のほどお願いいたします。
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S・A・A 活動計画書

造

貴

建

健

好

木

藤

内

露

粛

竹

長

A

A

i

A

A

 

J

S

S

 

委

副

副

例会は横浜緑RCの伝統と格式を尊重して品位のある例会運営を目指します。

運営は会長方針に則り、幹事及びプログラム委員長等と連携を密にし時間内に収まる様、

効率的な進行に努めます。

1. 着席はパスト会長及び出席免除者は自由席とし、その他の会員は従来通り、テープル札

を引いてご着席ください。会員相互のコ ミュニケーションの場っくりを目的とします。

2. ゲスト・ピジターが楽しく過ごせる様会場の雰囲気造りに努めます。

以上会員の皆様のご理解とご協力を宜しくお願い致します。
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I.一般会計
［収入の部］

2009～2010年度予算表
（平成21年7月～平成22年6月）

会計天野正昭
副会計清水裕之

科 自 予 算 額 前年度予事国 増 漏 備 考

年 会 賓 12,600,000 12,000,000 600,000 300,000X42名 x100.0発
中 途入会者年会費 750,000 600,000 150,000 300,000X 5名×100.0誕x50.0% 
入 ~ 金 500,000 400,000 100,000×5名×100.0%100000 

ピ 3ノ タ 一 畳 録 料 100.000 100,000 。
雑 収 入 50,000 50,000 。
郁I 期 繰 越 金 。 。
収 入 合 計 14,000.000 13,150,000 850000 

予
帯
｛
｝
次

［支出の部］
科目
｜人醸分担金

｜地区分担金
｜地区大会分担金
地区大会畳録料
日 ・ M
｜地区協議会
｜米山奨学金
．小計

ト~：~
．通信費
｜事務用品費E

｜印刷費－

リース費用一

事務委託費｜

｜備品費
｜交際費

！？誌文献？弔
事務局地代家賃

保守・修繕費
特別積立金
小計
クラブ管理運営
出席

職業分類
親瞳
雑誌
会報
会員選考
会員噌強
プログラム
「貞一市有
S.A.A 

広 報
亨ヲヲ汗薙
進
予備費
一一一帯
賓
合計

越金

本

部

関

係

総

務

関

係

蚕

員

会

倒

係

事一 練

予 算額
231,000 

1,092,000 

168,000 

630,000 

420,000 

324,000 

210,000 

3,075,000 

3,010,000 

336,000 

200,000 

150,0⑪0 

400.000 

220,000 
1,960,000 

50,000 

200,000 

168,000 
100,000 

720,000 

10.000 
1,500,000 

9,024,000 

1,835,000 

(5,000) 

(5,000) 

(650,000) 
(5,000) 

(720,000) 
(5,000) 

(5,000) 

(50,000) 
{5,000) 

(5,000) 

(80,000) 

(200,000) 

(100,000) 
1,835,000 

0 
13,934,000 

66,000 

前車度予算額
220,000 

1,040,000 

160,000 

600,000 

400,000 

300,000 

200,000 

2,920,000 

3,010,000 

320,000 

200,000 

150.000 

400,000 

220,000 

1,960,000 

50,000 

200,000 

160,000 

100,000 

720,000 

10,000 

1,000,000 

8,500,000 

1,685,000 

(5,000) 

(5,000} 

(500,000) 
(5,000) 

(720,000). 

(5,000) 

(5,000) 

(50,000) 
(5,000) 

(5,000). 

(80,000) 

(200,000) 

(100,000) 

1,685,000 

0 

13, 105,000 

45,000 

増滅

11,000 

52,000 

8,000 

30,000 

20,000 

24,000 

」旦盟2
155,000 
01例会敏 43回 ｜ 

16 000 ls.ooo×42名X1oooic本人・配偶者麗生日用｝｜

01 

ore消耗高蔓）。。
同萎託費1,6閃千円・交通費却O千円。
0 

8,000 14.000×42名×100.0%

01 

0 160,000×12ヶ月。
500,000 140周年記蚕積立
524000 

150000 

0 

0 

150000 

0 
01毎月6万円×12ヶ月。
0 

0 

0 

0 
0 

備考
5,500×42名× 100.0%
26,000X42名×100.0% 一一一吋
4,000×42名×100.0句
15,000×42名×100.0覧一一一一一同
10,000×42名×100.仰

12,000 x 27名×100.0純
5,000 x 42名x100.0% 一

－－ 一

一

記念品（スマイル）
会員誕生日
配偶者誕生日

3,000円以上
5,000円以よ

ハυ
4
Eム

一人 8,000円以よ



唱－－
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予
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［支出の部］

輔一

ω一O
M

偏

遺伝

仕

国

関

係

‘、1
 
．，
 

予
一
支
茨

自一「 予算
業奉仕l
会奉仕1
百蚕事仕「一一←
目環境保全．

新世代育成

可ヲ亨==r
2-1: 
際奉仕

国際港仕
ロータリー

畳一一回
．米山奨学
（京可茅ヲ
｜ラス

前年度予算額
100,000 

500,000 

(350,000) 
(50,000) 

盟塑ι
(50,000) 

額

200,000 

900,000 

(500,000) 

(50,00⑪） 

(250.000) 

(100,000) 

（渠票日二二（~~~ー

増減
100,000 

400,000 
(150,000) 

0 
(200,000) 

(50,000) 

面 考

持コo万円は香港南町への寄付
則

一則
一
一
則
一
∞
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越

m.特別会計（奨学生の部）
［収入の部］

0 

0 

0 

500,000 

0 
0 

0 

手ヰ 目 予 • 額 前年度予算額 増 滅 傭 考

米山奨学生助成金 1,680,000 。1,680,000 
青少年交換留学生助成金 。 。 。
前 期 繰 越 金 。 。 。
収 入 dロ』 富十 1,680,000 。1,680,000 
［支出の部］
科 目 守5 算 額 前年度予算額 増 滅 傭 考

米山饗学生鰻業料 1,680,000 。1,680,000 
青少年交換留学生綬業料他 。 。 。
予 備 費 。 。 。
支 出 t』ヨ 計 1,680,000 。1,680,000 
次 期 繰 題 金 。 。 。

科 目 期百残局 期 ＊残晶 増 誠 備 考

現 現 金 。 。 。
金 一般会計通帳

。 。 。
スマイル用通帳 。 。 。
預り金用通帳 。 。 。

預 米山奨学用通帳 。 。 。
金 計 。 。 。
｜前期繰謹金合計｜
次期繰越金合計｜
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クフブ管理・運営委員会

クラブ奉仕委員会活動計画書

委員長演田 茂

副委員長小泉 豊

委 員斉藤清紀

委 員大地哲郎

委 員藤津 均

委 員鶴岡 武

委 員北原弘丈

委 員長根信康

委 員田畑 勲

委 員構藤好貴

委 員大野富生

委 員高橋正治

クラブを円滑に機能させ、運営をしていくためには、 11の委員会の活発な活動が必要で

す。各委員長棋には、自発的に積極的に動いて頂く事が肝要です。出席をし、親睦を深め

合う事によって、更なる有意義な奉仕活動が出来るものと確信しております。奉仕の精神

に則り、より魅力的なクラプにするためにも皆様のご協力の程宜しくお願い申し上げます。

q
L
 ．．．
． 



出席委員会活動計画書

委員長 斉藤 清紀

副委員長

委員

代々木和男

清水 裕之

ロータリー活動の基本は例会への出席であり、それがロータリーの目的のひとつでもあ

ります。また、出席は会員としての最小限の奉仕です。出席なくしてはロータリーの目的

は達せられず、ロータリアンではありません。それは出席によってはじめて親睦が得られ、

奉仕の理想が高めちれるからです。その:tt席時間は所定の60%以上を要します。

ホームクラブに出席できない場合には、出席補填（メ｝クアップ）制度をフル活用し、

メ｝クアップの利点でもある他クラブの会員との交流に役立たせていただきたいと思いま

す。

計両的にスケジュールを調整していただき、出席率を向上させていきましょう。本年度

は、クラブ創立40周年を迎えます。出席率の目標を90%以上に掲げておりますので、会員

のご協力をお願いいたします。

各会員が例会はもちろんのこと、ロータリーの各行事に積模的に参加できるよう活動し

てまいります。

なお、例会を欠席される場合には、欠席属の提出をお願いいたします。

職業分類委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

L会員増強活動を活発に行い、職業未充填欄を一つでも埋めてい〈。

大地哲郎

森弘

森 一誠

2.国際ロータリーの職業分類には大分類に政府、中分類に国会議員、県会議員、市町村議

会議員欄があるが当クラブの職業分類には来設定となっており今年度の諜題としたい。

（充填、来充填職業分類表は別掲）

- 13 -



岡聡黛コード
分彊（・考）

官十理及び
金融業

広告／
広報関係

－~臣、漁業、
林業

建築及び
エンジニアリング

アート及び
デザイン

銀行業
及び管財

霊腺及び
その他宗教関係

コンピューター
及び
情報システム

充填・未充填職業分類表． • 分 麺

聞 連 分
（未設定｝

印刷及び広告 書籍販売

Book Oistributin 

総合広告代理

Advertising Agency 

印刷

Printing 

看板広告

Advertisting Service 

農林及び園芸 農業

Agricuiture 

膏 産 獣医

Veterinary Surgeon 

電気及び通信 電気設備

Electric Construction 

情報通信 -
Information 

電子機器 電子試験機

Electronic Tester 

建築材料袋及び
室内 飾

粉体塗装

Resinate Coat 

建築材料

Building Material 

家具室内装飾

Upholstering 

（未設定｝

金 融 都市銀行

Ci匂 Banking

地方銀行

Local Banking 

信用金庫

Credit Banking 

証券業

Securities 
宗 教 仏教

Buddhism 

神道

Shintoism 

（未設定）
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娼

金 員 名 It1 ． 
動 務 先

高嶋淳ニ ｜代表取締役

横浜標識側

河沸i雄 ｜代表取締役

新電子工業側

代々木和男 ｜代表取締役

（朝代々木商店

森一誠 ｜代表取締役

（相宮地

掴 』

前迫静美 i支店長
一横浜銀行中山支店

田畑勲 ｜支店長

日興コーディアル鉦券側

費藤；育紀 ｜住職

（宗）福豪競

機浜緑ロータリークラブ
発Ja・実充境蟻業分類署長（1 I 5) 



同分職額黛｛コード・-) 
コミユーケーション

／ 

ニュース線道関
地場及び
社会サービス

建敵、修理及び
メンテナンス

教育

娯奈及び

スポーツ

食品産集

政府

充填・未充填職業分類表

鵬 象 分 橿

闘 連 分 頬
（朱歓定）

冠婚葬祭黛 葬祭業

Mortician 

員電 設 • 建設請負業
Generai Contracting 

鉄道建設

Railroad Cnstruction 

設備工事

Equipment Construction 

電気工事

Landscape Service 

推進工事

Watersupply &.Disposal Construction 

電気工事

水道営繕業

教 宵 幼稚園

Kindaergarter、
大学・高校・中学

Uni附v判er伶s比均y，川川H附ig掛hsおch加。∞。ol,Jun附io釘rH附jg酌十h、School 
大学

College (Admistr討 ionPolicy) 

私塾

Praivate School 

｛未設定）

食品：＆び晴好品 レストラン

Resturant 

菓子店

Cake Shop 

酒店

Alcholic Store 

（朱訟定） 国会議員

県議会議員

市議会議員

- 15 -

会 員 名 ｜位 ． 
’h 務 先

下中英輝 ｜代表取締役

（輔FTS

森宏 ｜相談役

森建陸棚

村松勇治 ｜代表取締役

側ジヱス

岡部忠仁 ｜代表取締役

側自動電設

長根信療 ｜代表取締役

側ナガネ

岡部忠仁 ｜代表取締役

側自動電設

西国靖 ｜取締役

陶エース般備

・．． 

江田憲司 ｜国会議員

石川輝久 ！”奈川県議会制

神奈川県議会

高橋正治 ｜機浜市議会議員

横浜市議会

繍渓緑ロータCJ－“クラブ
党相a・3健究棟臓象分媛•c215)



同職難コード
分担｛多得）

人穆関係

係強及び
危機管理

法律

管理

製造

マーケァィング
及び販売

充壊・未充填職業分類表

聴 ’量 分 ． 
闘 連 分 掴
{ ；長銀定〕

保 険 保険代理業

Insurance Ageny 

損害保倹

ビジネスサービス 社会保険労務士

H. R. Consultant 

情報サービス

Information Services 

弁護士 ． 
Lawyer 

税理士

Tax Service 

司法書士

Judiciary Scribner Service 

地域工業団体
一
Industrial Service 

ビジネスサービス

Business Services 
（未設定｝

砂ー－，，ーーーーー，，ーーーー・『－ - 一一一一

機械及び裟蛍 送風機製造

Blower Mfg 

建設機械

Construction Machinery 

機械製造
トーー

Machine Mfg 

非鉄金属製錬

Nonferous Metals Refining 

銃器及び火薬

Fire Arms 

保安機器・錠前

Security Apparatus 

鉄及び金属 板金工作
・.-

Sheet Metal Working 

金型製造

Molds Mfg 

ヨま 料 洋品店

Cotton Goods 

洋服店
一一一一

- 16 ・-

会 員 名 lti 鴫
動 膏 先

北原弘文 ｜フアイナンシ守ゆンナー

ソニ一生命保険鮒

小泉豊 ｜専務取締役

（輔ライフクリヱイト

若山菅 ｜代表

若山社会保険労務士事務所

一一

清水絡之 ｜代表社員

税理士法人あおい会計事務所

餅田実 ~』Z． l嘱託
閥横浜北工業

一一

武藤泰典 ｜代表取締役

側武議電機

山下栄識 ｜代表取締役会長

山下工業側

一ー一 一

鶴岡武 ｜代表取締役
ー

アジア物性材料側

岡本健 ｜代表取締役

側ミロク精機製作所

加藤海士郎 J i~表取締役会長
日本カパ側

一一

よ

ー・ー一一一

繍浜線ロータリークラブ
党.・3健光司..農業分類型匡（3 I 5) 



間嶋寮コード
分掴（・考〉

医療及び
ヘルスケア

軍役

充填・未充境職業分類表

職

闘 遭

日 用 品

自 動 • 

売 業

医 術

施設及び病院

（未設定）

’且 分 彊 会 員 名 ｜ 位 聡

分 掻 動 務 先

Clothing 

呉服店

Japanese Cloth Shop 

スーパー
一ー

Super Market 

文房具
一 一

Stationery 

自動車販売
一ー

Aoutomobile Dealers 

自動車整備 露木健造 ｜代表取締役

Aoutomobile Repairing 側霧が丘ガレージ

ゴルフ用品販売 高野久 ｜代表取締役
一

側A-TOP

内科医

Physician 

外科医
トー 一Surgeon 

小児科医

Pediatrist 

産婦人科医 脇田幸一 ｜院長

Obsterician and Gynecologist ワキタ産婦人科医院

整形外科医
－一一

Orthopedic Surgeon 

耳鼻咽喉科医
一一＿l

Ear Nose and Throat Doctor 

自艮科屋 藤湾均 ｜院長
ドーーー 合

Ophtalmologist フジ眼科・歯科クりニック

歯科医 加藤喜夫 ｜院長

Dentist 『愛誠』歯科

病院 大地哲郎 ｜副理事長
-

Hospital 横浜新緑総合病院

病院
荒井ゆかり 鴨j哩居苧病長院』 一

Hospital 医療法人社団

専門病院
宇一一

Specialty Hospital 

薬局
一 一Pharmacy 

調剤薬局 大野富生 ！代表取締役

側さなえ

寸－ － L一一 --

- 17ー

4貨浜緑ロータリークラフ
究繍・実充繍駿業分類褒（4 I 5) 



同鳳寮コード
分担｛司書宥）

奮察など

不動産

科学、数字
及び妓術

サービス産業

社会科学

運輸

その他

充填・未充填職業分類表． ’E 分 ． 
関 連 分

‘ （来住定｝

不 動 産 不動産業

Real Eatate Agency 

不動産賃貸

Real Eatate Renting 

ピル賃貸

Building Renting 

土地賃貸

Proprietary Renting 

（禾段定）

術 生 クリーニンゲ店

Cleaning Shop 

美容及び整形 理容

Barber 

美容院

Beauty Shop 

その他サービス産 高速料金立替事業、燃料事業，匝

ホァル及び観光 ホテル

Hotel 

旅行斡旋業

Tourist Agency 

保安.Q備車業 警備保障

Security &Guard Service 

（未設定｝

還，a及び倉庫業 運送業

Trucking Servicce 

倉庫業

Storage 

貨物自動車輸送

Motor Freight Transportation 

（未設定）

究 墳

来 充 場

-18 --

会 員 名 ｜役 ． 
動 務 先

土志田猛 ｜代表取締役

側岩本不動産商会

田中孝 l代表
亀長

遠藤一典 ｜相談役

（輔藤栄

斎藤好貴 ｜代表取締役

側八鹿

天野 E昭 ｜代表取締役

柵企画室ゴン

ー 一
竹内建 ｜代表理事

協同組合ピ、ジネスネット21

漬田茂 ｜代表取締役

側パストラール

・． ー ・

河原裕典 ｜代表取締役

閥横浜ドリームライン

40 

44 

横浜線ロータリークラブ
充填・実充鳩臓業分類愛 （5 I 5) 



職業分類RI筆録状況（クラブ内分類比較）表

悶大分類

悶職業コード（中分類）

クラブ内職業分類 会 員 名 ｜役 職
一クラプ内職業分類（英語表記） 動 務 先

計理及び金融業［ACCOUNTINGAND FINANCIAL SERVICES(Ol)] 

01-01 公認会計士・個人業務［CPA/Chartered Accountant -Private Pr郎 tice]

01-02公認会計士・企業／事業所内業務 ［CPA/Chartered Accountant-Corporate/Business ] 

税理士 清水裕之 ｜代表社員

Tax Service 税理士法人あおい会計事務所

01-03会計監査人［Auditor]

0ト04予算アナリスト［Budget Analyst ] 

0ト05財務アナリスト［ Financial Analyst ] 

0卜06株式仲買人／証券業 ［Stock broker/trader] 

証券業 田畑勲 ｜支店長

Securities 日興コーディアル証券附

01-99その他（計理及び金融業） [ Other(ACCOUNTING AND FINANCIAL SERVICES) ] 

広告／広報関係［ADVERTISING/PUBLIC RELATIONS ] 

02-01 広告管理職［Advertising Manager ] 

02-02広報管理職［ PublicRelations Manager] 

02-03コピーフイター［Copywriter] 

02-04広報関係専門家［Placement specialist ] 

02-99その他（広告／広報関係）川［Ot出he町r‘仏OVERTηIS臼ING/PUBLI」ICRELAT引IONS)]
農業、漁業、林業 ［AG悶CULTURE,FISHINGAND FORESTRY ] 

03-01 農業従事者／農場管理者［Farmer/farmmanagement] 

03-02漁業 ［Fishing industry ] 

03-03農林業［Agroforestry ] 

03-04森林保全［Forest conservation ] 

03-99その他（農業、漁業、林業） [ Other(AGRICULTURE,FISHlNG AND FORESTRY)] 

建築及びエンジニアリング、［ ARCHITECTURE AND ENGINEERING ] 

04-01建築［Architects ] 

建築材料 代々 木木和商男ー店」it表取締役
Building Material （絹代々

04-02造園 ［Landscape Architect ] 

04-03農業エンジニア ［Agricuitural Engineer ] 

04-04航空宇宙エンジニア［Aerospace Engineer ] 

04-05化学エンジニア ［Chemical Engineer ] 

粉体塗装
ー

Resinate Coat 

04-06土木エンジニア ［Ci吋 Engineer]

04-07電気エンジニア〔ElectricalEngineer ] 

電子試験機 河j期雄 ｜会長．， 

Electronic Tester 新電子工業側

04-08環境学エンジニア〔EnvironmentalEngineer ] 

04-09生産管理エンジニア［Industrial Engineer ] 

建設機械 山下栄蟻 ｜代表取締役会長

Constraction Machine1γ 山下工業側

04-10機械エンジニア ［Mechanical Engineer ] 

04-11鉱山工学エンジニア［ Mining Engineer ] 

04-12原子カエンジニア ［Nuclear Engineer ] 
04-13測量技師［Surveyor]

04-99その他（建築及びエンジニアリング） [ Other(ARCHITECTURE AND ENGINEERING) ] 

- 19 -

繍浜緑ロータリークラブ
職業分類RI霊録状況表（ I I 7) 



職業分類RI登録状況（クラブ内分類比較）表

Rl大分類

Rl職業コード（中分額）

クラブ内職業分類 金 員 名 ｜役 職

クラプ内職業分類（英語表記） 動 務 先

アート及びデザイン ［ARTAND DESIGN] 

05-01 アート監管 ［Art Director ] 

05-02 画家［Painter]

05-03 彫刻家［Sculptor]

05-04陶芸家［ Ceramicist ] 

05-QS イフストレーター ［Illustrator ] 

05-06 マルチ・メディア・アーアイスト／アニメーション製作者 ［Multi-media artist or animator] 

05-07 コマーシャル及びインダストリアル・デサイン［Commercial and industrial design ] 

05-08ファッション・デザイン ［Fashion design ] 

05-09フフワー・デザイン［Floraldesign] 

05-10グラフイツク・デザイン［ Graphic design ] 

05-11 インテリア・デザイン［Interior design〕
05-99 その他（アート及びデザイン） [ Other(ART AND DESIGN)] 

看板広告 高嶋淳ニ ｜代表取締役

Advertising Service 横浜標識欄

銀行業及び管財［BANKING AND MONEY MANAGEMENT ] 

06-01銀行業／銀行管理職［Banker /bank manager ] 

地方銀行（金融業） 前迫静美 ｜支店長

Local Banking 横浜銀行

06-02 投資アド、パイザー ［Investment advisor ] 

06-03 投資計画管理職 〔Portfoliomanager ] 

06-99その他（銀行業及び管財） [ Other(BANKING AND MONEY MANAGEMENT) ] 

地場工業団体 餅回実 ｜嘱託

Industrial Service 閥横浜北工業会

聖職及びその他宗教関係〔 CLERGYAND OTHER RELIGIOUS] 

07-01 全宗教聖職者 ［Clergy]

仏教 膏藤清紀 ｜住職

Buddhism （宗）福察院

07-02 宗教教育者［ Religious Educators ] 

07-0:3 聖職者以外の宗教職［ Lay Religious professionals ] 

07-99 その他（聖職及びその他宗教関係）[ Other(CLERGY AND OTHER RELIGIOUS)] 

コンピューター及び情報システム［COMPUTER AND JNFORMATION SYSTEMS ] 

08-01 シスァム・アナリスト［Systems Analysts ] 

08-02コンピューター・プログフマー ［Computer Programmers ] 

08-03 コンピューター・ソフト・エンジニア［Computer software engineers ] 

08-04コンピューター－ソフト支援専門職［ Computer support specialists ] 

08-99その｛也［Other(COMPUTER AND INFORMATION SYSTEMS)] 

私塾（経営相談）

Praivate School 

コミュニケーション／ニュース報道関係［COMMUNICATIONS/NEWSMEDIA] 

09-01 通訳、翻訳者 ［Interpreters and Translators ] 

09-02 カメラマン［Photographers ] 

09-03 著述家／作家 ［Writer/Author] 

09-04編集者［Editor] 

09-05報道記者／通信員 ［Reporter/Correspondent]

09-99その他（コミュニケーション／ニュース報道関係） [ Other(COMMUNICATIONS/NEWS MEDIA)] 

地域及び社会サービス［ COMMUNITYAND SOCIAL SERVICES] 

-20 -

績浜緑ロータリークラブ
..分短RI畳録状況表（2 I 7) 



職業分類RI登録状況〈クラブ内分類比較）表

RI大分類

RI職業コード（中分類）

クラブ内職業分類 ~』.. 員 名 ｜役 職

クラブ内職業分類（英語表記） 動 務 先

10-01 相談員〔Counselors〕

10-02 ソーシヤル・ワーカー［SocialWorkers 〕
10-99その他（地域及び社会サービス） [ Other(COMMUNITY AND SOCIAL SERVICES)] 

葬祭業 下中英輝 ｜代表取締役

Mortician 陶FTS

建設、修理及びメンァナンス ［CONSTRUCTION,REPAIR AND MAINTENANCE] 

日－01 建設請負［Contractor ] 

鉄道建設 森宏 ｜相談役

Railroad Construction 森建設鮒

推進工事 長線信康 ｜代表取締役

Watersupply & Disposal Construction 側ナガネ

11-02 大工及び関連職［Carpenter or related occupation ] 

11-03配管工及び関連職［ Plumberor related occupation] 

水道嘗繕業 西国靖 ｜取締役

陶エース設備

11-04 電気工及び関連職［ Electrician or related occupation ] 

設備工事 村松勇治 ｜代表取締役

Equipment Construction 鱒ジヱス

電気工事 岡部忠仁 ｜代表取締役

側自動電設

11-99その他（建設、修理及びメンテナンス） [ Other(CONSTRUCTION,REPAIR八NDMAINTENANCE) ] 

教育［ EDUCA TlON 1 
12-01 事務職・大学、専門学校［Administrator -Post-secondary ] 

12-02事務職・中学、高校［Administrator -Secondary ] 

12-03事務職・小学校［Administrator -Elementary ] 

12-04事務職・幼稚園、保育所［Administrator -Early Childhood ] 

12-05教員ー大学、専門学校［Teacher --Post-secondary ] 

大学（大学教授）

College(Admistration Plicy) 

12-06教員一中学、高校［Teacher--Secondary] 

12-07教員・小学校［Teach er -Elementary ] 

12-08教員・幼稚園、保育所［Teacher -Early Childhood ] 

12-09教員ー特殊教育［Teacher --Special Education ] 

12-10カウンセラー［Counselor ] 

12-11 成人識字教育［Adult Literacy ] 

12-12 教員補肋［Support staff] 

12-13 訓練、能力開発専門家［Training and Development Specialist ] 

12-99その他（教育）.[ Other(EDUCATION)] 

大学・高校・中学（高等学校）

University.High School,Junior High School 

娯楽及びスポーツ［ENTERTAINMENTAND SPORTS] 

13-01 男優／女優［Actor/Actress] 

13-02 音楽家／歌手［Musician/Singer ] 

13-03ラジオ／ァレピのアナウンサー［ Radio/Television Announcer J 
13-04プロデューサー／監督［ Producer /Director ] 

13-05舞踏家／振付け専門家［Dancer I choreographer ] 
13-06舞台マネージャー［Stage manager ] 

--21 -

江田憲司 ｜教綬

桐蔭横浜大学（行政学）

J_  

機浜緑ロータリークラブ
臓業分類問登録状況表（3I1) 



職業分類RI登録状況（クラブ内分類比較）表

RI大分類

[RI臓業コード（t十1分額）

クラブ内職業分類 4ヨ』llt 員 名 ｜役 膿

クラブ内職業分類（英語表記） 動 務 先

13-07舞台セット・デザイナー［Set designer ] 

13-08スポーツ選手［ Athlete]

13-09 コーチまたはスカウト［ Coach or scout ] 

13-10 審判員その他のスポーツ関連役員［ Umpire,referee,Other spoはofficial] 

13-99 その他（娯楽及びスポーツ） [ Other(ENTERTAINMENT AND SPORTS)] 

食品産業（FOOD INDUSTRY ] 

14-01 レストラン経営者［ Restaurateur ] 

14-02 シェフ／調理師（ Chef/coc水］
14-03 食品加工及び食品流通業［ Food processing and distribution professional ] 

14-99 その他（食品産業） [ Other(FOOD INDUSTRY) ] 

政府［GOVERNMENT] 

15-01 国家公務員／国会議員［National/FederalRepresentative/Legislator] 

国会議員 江田憲司 ｜国会議員

15-02 地方公務員（県）／県議会議員［State/Province Representative/Legislator ] 

県議会議員 石川輝久 ｜抑制II県議会議員

神奈川県議会

警備保障

Security & Guad Service 

15-03 市町村役所公務員／市町村議会議員 ［Municipal/City Representative/Legislator] 

l主会議員 高橋正治 ｜横浜市会議員

横浜市会

15-04 地域／都市計画統率者 ［Community/Urban Planner] 

15-05郵使局長／郵使局員［ Postmaster /Postal Services ] 

15-06 国税庁税務関係職員、地方税務署税務関係職員［Tax examiners,collectors and revenue agents ] 

15-99その他（政府） [ Other(GOVERNMENT）〕

人事関係［HUMAN RESOURCES/PERSONNEL MANAGEMENT ] 

16-01 人事担当職員［Human Resources profossional ] 

16-02 労務専門家 ［Labor Relations Specialist J 
社会保険労務士 若山誉 ｜代表 . -
H. R. Consultant 若山社会保験労務土事務所

16-99その他（人事関係） [ Other(HUMAN RESOURCES/PERSONNEL MANAGEMENT) ] 

保険及び危機管理 ［INSURANCE AND RISK MANAGEMENT ] 

17-01 保険会社管理職［ Insurance company manager ] 

17-02 保険代理店 ［Insurance broker ] 

損害保険 小泉豊 ｜専務取締役

備）ライフクリエイト

17-03 保険業者［ Insurance underwriter ] 

保険代理業（保険代理店） 北原弘文 I，，，ィナンシヤルプランナー
lrn;urance Agency ソニ一生命保険制

17-04危機管理専門家［ Pro烏ssionalRisk Manager ] 

17-99 その｛也［ Other(INSURANCE AND RISK MANAGEMENT) ] 

法律［ LEGALJ 
18-01 弁護士［ Lawyer/Barrister/Solicitor]

18-02裁判官［Judge/Magistrate ) 

18・・03調停員［Arbitrator,Mediator or Conciliator] 

18-04 司法書士文はそれに準ずる［Paralegal or other support ] 

機浜緑ロータリークラブ
職業分類RI登録状況表（4 I 7) 
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職業分類RI登録状況〈クラブ内分類比較）表

Rl大分類

Rl職業コード（中分掛

クラブ内職業分類 金 員 名｜役 職

クラプ内職業分類（英語表記） 動 務 先

ビジネスサービス

Business Services 

18-99.その他（法律） [ Other(LEGAL) ] 

管理 ［MANAGEMENT AND ADMINISTRATION ] 

19-01 会議立案調整担当［Meeting or Convention Planner ] 

19-02非政府組織／団体管理職［ Non-Governmental Organization/ Association m加 ager]

19-99その他（管理） [ Other(MANAGEMENT AND ADMINISTRATION) ] 

製造 ［MANUFACTURING]

20-01 企業重役以上［Corporate executive J 
銃器及び火薬（銃器製造） 岡本健 ｜代表取締役

Fire Arms 鮒ミロク精機製作所

非鉄金属製錬 鶴岡武 ｜代表取締役

Nonferous Metals Refining アジア物性材料鮒

送風機製造 武藤泰典 ｜代表取締役

Blower Mfg 鮒武藤電機

保安機器・錠前（防犯商品製造） 加藤海士郎 ｜代表取締役会長

Security Apparatus 日本カパ鮒

20-02 工場管理職［Plant manager ] 

20-03製造専門家［ Production specialist ] 

20-99その他（製造） [ Other(MANUFACTURING)] 

マーケティング及び販売［MARKETING AND SALES ] 

21-01 マーケァィング管理職 ［Marketing manager ] 

21-02 小売業［Retail sales pro除 sional]

家具室内装飾 森一銭 ｜代表取締役

Upholstering 幡宮地

ゴルフ用品販売 高野久 ｜代表取締役

側A-TOP

21-03 卸売り／企業営業［Wholesale/corporatesales professional] 

21-99その他（マーケティング及び販売） [ Other(MARKETING AND SALES) ] 

医療／ヘルス・ケア ［MEDICAL/HEAL TH CARE ] 

22-01 管理職［Administrator ] 

病院 大地雷郎 ｜副理事長
ー一一 ー

Hospital 横浜新緑総合病院

病院 荒井ゆかり ｜理事長
一ー 一ーー

Hospital 底療法入社団鴨居病院

22-02歯科医 ［Dentist]

歯科医 加藤喜夫 J墜長
Dentist f愛誠j歯科

22-03 栄養士［ Dietitian ] 

22-04救急医療士／パフメディック［ Emergency Medical Technician/Paramedic ] 

22-05疫学者［ Epidemiologist ] 

22-06看護婦／看護士 ［Nurse]

22-07薬剤師 ［Pharmacist ] 
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大野富生 ｜代表取締役

｜ 鮒さなえ

機浜縁ロータリークラブ
稼業分類RI登録状況署員（ 5 / 7) 



職業分類RI登録状況〈クラブ内分類比較）表

RI大分類

uu職業コード（中分類）
クラブ内職業分類 ~』x 員 名｜ 役 戦

クラプ内職業分類（英語表記） 動 務 先

22-08 医師／外科医［Physician/Surgeon ] 

眼科医 藤；掌均 ｜院長

Ophtalmologist フジ眼科・歯科クリニック

22-09 心理学者［ Psychologist ] 

22-10精神科医［ Psychiatrist ] 

22-11セフヒ。スト（機能訓練士、作業療法上、聴力訓練士［Therapbt,including physical,occupational,audiology] 

22-12 視力検定医／眼鏡屋［ Optometrist/Optician]

22-13 獣医［Veterinarian ] 

22-99その他（医療／ヘルス・ケア） [ Other(MEDICAL/HEAL TH CARE) ] 

産婦人科医 脇田幸一 ｜院長

Obsterician And Gynecologist ワキタ産婦人科医院

軍役（相当する自衛隊臓を選ぶ） [ MILITARY ] 

23-01 陸軍・現役［Army -active ] 

23-02 陸軍・退役［Army -retired ] 

23-03 海軍・現役［Navy -active ] 

23-04海軍一退役［ Navy -retired ] 

23-05空軍・現役［AirForce -active] 

23-06空軍一退役［Air Force -retired ] 

23-99その他（軍役（相当する自衛隊職を選ぶ）） [ Other(MILITARY)] 

警察など［PROTECTIVE SERVICES ] 

24-01 警察［ Law Enforcement ] 

24-02 消防士［ Fire Fighter ] 

24-03 私立探偵／調査員［ Private Investigator ] 

24-99その他（瞥察など） [ Other(PROTECTIVE SERVICES)] 

不動産［ REALESTATE] 

24-03 私立探偵／調査員［Private Investigator ] 

25-02 不動産販売［ Real estate sales ] 

不動産賃貸（不動産貸付業） 田中孝 l代表
亀長

一一
Real Estate Renting 

25-03 不動産開発［ Real estate development ] 

不動産業 土宏、回猛 ｜代表取締役

Real Estate Agency 側岩本不動産商会

25-04 ヒール管理 ［Bullding management〕

ピル賃貸 遠藤一典 ｜相談役
一ー

（朝藤栄Building Renting 

25-99 その他（不動産） [ Other(REAL EST A TE) ] 

土地賃貸 粛旗好貴 」笠多取締役

ProprietarγRenting 側八廉

科学、数学及び技術［SCJENCE,MATH AND TECHNOLOGY] 

26-01 アクチュアリー（保険計理人） [Actuary 〕

26-02 統計士〔Statistician] 

26-03 数学者［Mathematician ] 

26-04天文学者［Astronomer ] 

26-05 生物学者［ Biologist] 

26-06化学者［ Chemist]

A

－
E
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J
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職業分類RI登録状況（クラブ内分類比較）表

RI大分類

RI職業コード（中分類）

クラブ内職業分類 会 員 名 ｜役 職

クラプ内職業分類（英語表記） 動 務 先
ー

26-07 地理学者［Geologist ] 

26-08水文学者［ Hydrologist ] 

26-09微生物学者［ Microbiologisl ] 

26-99 その他（科学、数学及び技術） [ Other(SCIENCE,MATH AND TECHNOLOGY) ] 

サービス産業［SERVICEINDUSTRIES] 

27-01 ドフイクリーナー ［Ory Cleaner ] 

27-02仕立業 ［Tailor]

27-03旅行代理業 ［Travel Agent ] 

27-04ホテル管理［ Hotel Management ] 

ホテル 漬田茂 ｜代表取締役

Hotel 側パストフール

27-05パーソナル・ケア（理髪、スタイリストなど） [Personal Care provider(Barber,Stylist,etc)] 

理容（理・美容業） 天野正昭 ｜代表取締役

Barber 欄企画室ゴン

27-06子供の世話［Child care provider ] 

27-99その他（サービス産業）[ Other(SERVICE INDUSTRIES)] 

但動車整備業 露木健造 ｜代表取締役

Aoutomobile Repairing 側霧が丘ガレージ

高速道路料金立替事業、燃料事業 ト鵠建 ｜代表明
組合ビジネスネット21

社会科学［SOCIAL SCIENCES〕
28-01 文化人類学者［Anthropologist ] 

28-02 社会学者［Sociologist ] 

28-03歴史家［Historian ] 

28-04 政治学者［Political Scientist ] 

28-05 司書［ Librarian ] 

28-06 古文書学者［Archivist ] 

28-99その他（社会科学） [ Other(SOCJAL SCIENCES)] 

運輸［TRANSPORTATION]

29--01 航空輸送［Air]

29-02 道路輸送［Road]

貨物自動車輸送 河原裕典 ｜代表取締役
一 側積浜ドリームフインMoler Preighl Transport.ation 

29-03 鉄道輸送〔Railroad] 

29-04海上輸送［Sea]

29-99その他（運輸）〔Other(TRANSPORTATION)]

その他（99)[ Other(99) ] 

ー 一一一

cu 
q
b
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親睦活動委員会活動計画書

委員 長小泉 豊

副委員長下中英輝

委 員武藤泰典

委 員北原弘文

委 員長根信康

委 員加藤海士郎

委 員阿部忠仁

委 員竹内 建

香 員高野 久

委 員荒井ゆかり

委 員前迫静美

委 員西田 靖

ロータリーの第一の活動は親睦であり、 会員間の親睦増進はもとより家族の参加も多く

求め、家族が気軽に楽しく参加できるよう努めます。

特に家族会に於いてはご家族お誘い合わせの上、 奮ってご参加願います。

活動に際しましては、会長 ・幹事、親睦委員をはじめ皆様のご支援とご協力を賜りつつ進

めて参る所存でございますので、宜しくお願い申し上げます。

今年度、行事日程は下記にて実施予定となりますので、宜しくお願いいたします。

家族会

＊クリスマス家族会 平成21年 12月 16日（水）

＊春の家族会 平成22年 3月31日〈水）

懇親会

＊期末懇親会 平成22年 6月 17日（木）

夜間移動例会

*7月第5遡 平成21年 7月29日（水）

*9月第5週 平成21年 9月30日（水）

*6月第5週 平成22年 6月初日（水）

親睦ゴノレフコンペ

＊第1回 平成21年 9月 17日（木）

＊第2同 平成21年 11月 19日（木）

＊第3回【千葉緑合同予定：横浜緑主催］平成22年 3月（移動例会の可能性有）

＊第4回［期末1 平成22{f- 6月17日（木）

野球同好会

＊千葉緑RC親陣野球定期戦［本年度は千葉緑主催】

＊他、練習 ・懇親会は随時
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雑誌委員会活動報告書

委員長 田畑 勲

副委員長 高野 久

委 貝 清水裕之

Iロータリーの友】の発行部数は、 10万 3800万部（2009年4月）です。発行部数が一
番多いときは、約 14万部発行されていたよ うですが、会員減少に伴い、 年々 発行部数は減

少いるそうです。ロータリアンがロータリーライフを深めるためにも、またクラブが国際

ローアリーと直結しているという確認のためにも重要な媒体であると確信しております。

ロータリーを詰る時、ロータリーを思う時、各人にとってのロータリ ーが広がっているは

ずです。雑誌委員会として、［友】を会員の皆様に有効活用していただきたいのは勿論の事、

例会においては、いろいろな情報を提供してまいりますので、皆様のご協力、ご指導をよ

ろしくお願いいたします。

クラブ会報委員会活動計画書

委員長帯藤好貴

副委員長北原弘文

委員竹内建

会報委員会は、例会の様子や活動内容とその実績、 また今後の予定や諸々の情報を、毎週

の会報を通して内外に発信する、重要な役割を担っていると考えております。

親しみを感じ、読みやすく、 楽しさも加えながら役に立つ会報作りに務めて参る所存です。

守
6
q
L
 



会員選考委員会活動計画書

委員 長

副委員長

委 員

藤津 均

脇田幸一

岡本 健

人会希望者と、面談しロータリー活動を説明周知します。その結果を関連委員会に連絡

し入会を勧めたい。

私見ですが、会員数も 50人前後の当時に比べ。会員数も減少し組織もコンパクトにして

はいかがでしょうか。職業分類・会員選考・会員増強をひとつとしては、どうでしょう。

会員増強委員会活動計画書

委員長北原弘文

副委員長山下栄戴

委 員 斉藤清紀

単に『会員増強』というと、『数の拡大』と考えますが、別の意味も込められているのでは

ないでしょうか。クラプは組織として絶えず成長してゆかなければなりません。f数の拡大j

は即成長ではありません。拡大が成長であるのは、組織能力が高まるときだけです。ロー

タリークラブでいえば、効果的なクラブになることです。クラブの成長・発展は、そのクラ

ブのメンバ一一人ひとりの成長・発展に支えられています。

クラブの会員増強委員会だけでは、会員増強は出来ません。本年度はクラブの組織力を最

大限に発揮させていただき、 増強しよ うと考えます。

具体的には、『勧誘時のキット（お話いパンフレット、会員名簿、週報や友など）.］を用意

いたしますので、皆械のご協力をお願いいたします。
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プログラム委員会活動計画書

委員長清水裕之

副委員長天野正昭

年間プログラム作成は、ロータリーの基本的活動に直接影響する事項であり、熟考を要す

るものです。この点、会長、幹事をはじめ関係委員会との連携を図り、（ 1 ）会員同士一層

深く知り合い親睦が深まるもの、（2）ロータリーを理解させるもの、（3）広く各業界や

地域社会を知り、奉仕活動の資料となり得るものなどの、ロータリーの目標となる親睦と

奉仕を推進する内容となるよう、留意いたします。

また、 40周年記念事業を迎える本年度においては、プログラムの微調整等必要になるケ

ースも生じるかと思われますが、重要なロータリー活動プログラムを落とすことなく、皆

様のご援助を頼りに、活動していく所存です。
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平成21年6月18臼（第8版）

2日

第

－河原会長
・若山脈.

クラブフォーラム ｜クラブフォーラム ｜クラブフォーラム iクラブフォーラム
・北原会員憎強委員 卜濁鶴新世代育成委 卜高崎臓..仕委員 I・!itaR財団委員長 卜小泉綬！gf委員長
長 ｛会員培強l二l員長 （青少年事仕活 ｜長 ｛職業君臨仕に ｜｛ロ一世リ財団について｝ ；吹ラフ領燈活勘につい

・Ii会員イこシヱーシヨン
スピーチ

（第六回理彦会）

9日

（第二回理事会）

12日（休日）

（第三田理事会）

9日

（第四国理事会）

14日

（第五回理事会）

週

（第一回理準会）

8日 11日

第 ｜新年度活動計画祭｛（夏季休日） ｜クラブフォーラム ｜クラブ協級会

一 l・ii回円プ奉仕委員 ｜定款6条1節適用 ｜・級会員イニシヱーシヨント林G織佐来訪
長 ・高嶋職業豊島j ｜スピーチ

遇 卜田中祉会事仕餐負畏
加藤（海H冨際事仕委員

クラブ協組会 ｜クラブフォーラム

・野坂ガパナー来訪 卜鶴岡広報委員長
｛クラブ広報につい

15日 19日 16日 21日 18日 16日

第 ｜問活動計画鍵クラブフトラム 閉フォーラム 何ブフォーラム クラブフトラム ｜炉問時金

・鴛木 SAA委員長 ・Ir藤清紀出席委員 ・演阻円プ奉仕委員 ・術会員イエシエーシヨン 40周年R念式典につい 場所：未定
｜天野会計委員長 長｛出席について） 長 抑制にスピ→ て M 実行委員長

週 ？買…弁書育ー会シー員 子 ！ 
｛移動例会）

22日 26日 23日 （休日） 28日 25日 23日（休日）

策四盟 I 同卜l確，l認話、樹｝氏｛氏名ー肉容

クラブフォーラム＆皐箆 （秋分の日） 』包括 クラブフォーラム I （天皇麗生日）
·~草津会員選考委員 －小川柳芳弁組士 ・ ＇｝；.地積書匪分豊富~員長

長（会員選考につい i ー（クラブ機業分豊富につい

－加議（喜）1＼スト会長
（卓諾）

29日 30日

ヌ「
30日（体日）

夜間移動例会 ｛年末休日）

五 ごみ邸 横浜開港150周年， 定款6条1節適用

週

(1)R財団地域セミナー｜ω地区議商事E員会I f1①地区R財団セ~寸志福豆諸附委員会／
「J)/02 ｜ガパナー繍佐逮絡会lナー／03 l愉ぽヰーム連絡会

地 ！ゐl!&Jll ·ガパナ引 ｜②インターアクト海外 ｜悌10回日糊鈴1~；ブ国側仕隻
l~I! 

区 I ~地区鉱大鳩強ゼミ lゆクラブ米山奨学委 ｝＠也区諮問委員会I ！®クラブ栓会量審仕委
/07 ｜員長会議／28 ｜ガパナー補佐連絡会員長会議／15

行 織地区Rfl・•· 広，l·π l⑥クラフ斬能代育成 ｝＠クラヲ··~修仕. ＠米山カウンセラー
ゼミ121 I~員長会樋/ZS 1員長会働08 i研修会／2.2

事 ｜ ｜ ？＠クラブクラフ奉仕委 I~岳クラブ縫t持員長
員長会議／29 l会議/29

（［泊．ル7爾扉蚕語蚕 ／ ラプ：）＇ルフ ／ :v:ガパナー
/14 

i③4ヲラプ合問コ·，~7/
!c3）緑区民祭パB
！笹）野E事鼠合 ／
1(5）ダンス ／
’ゆJtスト会長会

＠油．パナ一公式訪問
/11 

1~11·•セ叩n-7ヲト隼3鬼太金123

＠意書会員のための
ロータリー情報セミ
ナー／30
需主宮古益事事役員縮問｝クラブ年次総会 ／

②判λマλ家S集会 ／ フ

ブ

行

事

Ci〕炉辺会合／ ②炉辺会合／ ③炉辺会合／

さ滞辺会合 f
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2009年～2010年度プログラム表（平成21年～22年） 平成21年6月18日（第8版）

20-10/ 1月 2月 3月 4月 5月 e月
月 ロー少）－理解推進 世界理解月間 識字率向よ月間 ロサリー雑誌月間 ロ－JIJ－親睦活動
間 月間 ローターアクト逓 月間

6日（休8) 3日 38 7日 5日（休日） 2日

第 ｛年始休日｝ クラブフォーラム クラブフォーラム クラブフォーラム （撮り讐え休日） クラブ協織会

一 定款6粂1節適用 ・加臓（海｝周囲量8仕委員 ・下中環筑保全委員 －田畑錐誌委員長 ・餅田会俣工的ト
長（［ヨ困層8仕について｝ 長（環境保全につい （雑誌月間について｝ ｛次年度計画について）

週

（第八回理事会） （第九回理事会） ｛第十回理事会）
（第＋二回理事会

13日 10日 10日 14日 128 9日

第 会長·•孝司E年賀候型 クラフフォーラム クラフフ寸ーラム クラブフォーラム 卓話 ）（ 一年を省回み大て•t土
一 ・河原会長 ・国中社会奉仕委員 ・＆綾ロサリ帯情級委員長 ・J野瀬好糞会報委員 ・大野行推進委員長 . ；貧困ヴラプ奉仕委員一
－若山幸字率 長 （社会事 （ロ・例”情報について） 長 （クラブ （ヲラプのITについて）

長．図中生士会・事高事仕崎委職員業週
長 ・加勝｛海｝

（第七回理事会） （第＋一回理事会）

20日 17臼 17日 21日 19日 16日

第 五クラブ合同例会 クラブフォーラム クラブフォーラム （未定） ｛朱定〕 期末懇親会

一 新繊浜国際ホテル
40周年la念式典につい 40周年記念事象につい
て・代々 木実行事告局長 て ・大地実行!ill委

遇

（移動例会）

27日 24日 24日（休日） 28日 26臼 23日

~ クラブフォーラム ｛朱定） (40燭集包念式奥の代休j春qj家族悪親会 t未定｝ 会長・鉾事期家族帯

回 －潟水プログラム~－－ 場所：未定 －河原会長
－若山総事

週

31日（休日） 30日 一
第

しア／ 
（年度末休日） レ／／ 

夜間移動例会

五 定款6粂1節適用

週

①ガパ地ナ区ー議織問俊委員会／ω地区諮問委員会／ ｜①ガパ地ナ区ー翻舗佐委員会／ ω地区諮問委員会／ ωガパ地ナ区ー諮補問佐委員会／ ①治区諮問委員会／
地 連絡会 地区チーム遠絡会 逮絡会 ガパナー著者位進絡会 途絶会 地区チーム連絡会
＠国際t高級会（米箆 @114‘第Sグループ・I③会毘会員2・E量セミナー R恩際大会｛カナダ・

区 ザンディエゴ17～24)M /06 (2010-2011対象）／07 モントリオール／20～
~~ク0ラブ合同例会 ＠草書調~－！吉もえぎ ②会長ヱレクト研修

行
＠摂野理ロ中－”学eとリ事ー犯／創の立白~2念3日・t量

会（PETS)/12

＠典創／1立840周年記念式
事 ④地区協議会／28

ク ①クラブlllllllC念日 ①／ 平濃緑合同ゴルフ ①4タラブ合同ゴルフ ω杏罰！fl跨RC訪問／ ｜①期末懇親会／
129 ／ 

フ ②パスト会長会／ ②ヲうプ毅鐙ゴ1ni

． 
ブ

行
②炉辺会合／ ②炉辺会合／ ③炉辺会合／ ②炉辺会合／

事
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ロータリー情報委員会活動計画

委員長長根信康

副委員長村松勇治

委 員遠藤一典

ロータリ ー情報員会は、全会員、特に新入会員に、 ロータ リー活動を理解してもらう為

の情報を提供する委員会です。

基本的にはクラブ内部への情報提供が主となると思いますが、今年度はクラブ創立40周

年ということを踏まえ、外部への情報発信も必要と考えます。

その為には、広報委員会・クラブIT推進委員会との連携・協力のもと、 活動を進めてい

きたいと思います。

特に、 40周年記念事業を兼ねて情報伝達がスピ｝デイ ーかつ正確に行われるよう、下記

の項目を実施したいと思います。

1. 40周年用にクラプのドメインを取得します。（2009年4月 rcmidori.jpを取得済）

1年間無料で運用できる業者と契約を締結（2009年4月締結済）。2年目以降は年間

¥2,390なので継統可否は別途検討。

2.会員に上記ドメインのメールアドレスを提供。

情報伝達に誤りが無いように、会員個人に偶別のメールアドレスを提供します。

（例：n.na側 le@rcmidori.io）。

もし、現会員で会社のメールが使用不能になった場合でも、ロータリアンでいるう

ちは一生使用出来ます。但し、上記lで継続使用する場合に限ります。

また、クラプドメインでのメールアドレスを取得することにより、 当クラブのメン

ノTーでありロータリアンであることが再認識し、クラブ会員の意識の高揚を図りま

す。

3.即時更新可能な簡易ホームペ｝ジにて内外への情報発信を行います。

無料で500Mbのホームページを使用可能なエリアを確保済。

ホームページの即時更新や、 40周年記念事業のデータを共有化します。

4.上記の各項目利用により、例会欠席会員にも情報を伝達します。

欠席会員にも伝達漏れの無いように、必要事項を随時更新して掲載します。

尚、詳細の確認は会報でお願いします。

会貝の皆様のご協力をお願いいたします。

n
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広報委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

委員

鶴岡 武

森 一誠

代々木和男

土志田猛

広報委員会とは、ロータリーの歴史、綱領及び規模を一般に知らせる宣伝方法を考案し、

実施することを任務とする。

会員の中の新聞関係者や放送関係者の協力を得て十分なロ｝タリ｝の広報に勤めなけれ

ばならない。とロータリー情報マニュアルに記されている。広報委員会の方たちと力をあ

わせ、 PR活動を実施し、特に当クラブ創立40周年に当たり、あらゆる機会を利用し宣伝に

努めます。

クラブIT推進委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

大野富生

岡部忠仁

荒井ゆかり

当クラブでは、いち早くクラブIT化に取り組み、 ITの利用を通して会員同士が情報の共

有化を図っております。

今年度は、創立40尉年記念事業にともないクラブのドメインを取得し、会員にもメール

アドレスを提供いたします。

クラプドメインでのメールアドレスを取得することにより、当クラブのメンバーであり

ロータリアンであることを再認識し、クラブ会員の意識の高揚を図ります。

このように当クラブの「IT利用jを向上させ、クラブの発展に寄与していきたいと思っ

ております。
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職業奉仕委員会

職業奉仕委員会活動計画書

委員長 高嶋淳二

副委員長大野富生

委 員土志田猛

委 貝岡本 健

委 員山下栄戴

国際ロータ リーが掲げた7つの優先項目の中に「ロータリー独特の職業奉仕への取り組

みを強調する」とあるように、他の奉仕団体や人道団体とロータリーとの違いを明確にする

ことはーつの目標と考えます。

このために、 「ロータリーの綱領jにもある

1.職業奉仕の道徳的水準を高めること。

2 .有用な職業はすべてその価値を認めること。

3.各ロータ リアンの職業を社会奉仕の一つの機会と して品にあらしめること。

を再度実践していきます。

実際には①会員の職業関係のスピーチ、②業界専門家や成功者等の講話、③優良事業所

の見学など、会員皆様のご意見をクラプフォーラム等で伺いながら委員会活動を行ってい

くこととなります。

皆様のご支援ご協力をお願いいたします。
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社会奉仕委員会

社会奉仕委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

委員

田中 孝

下中英輝

石川輝久

江田憲司

ロ｝タリークラブは世聞から、「社会奉仕をする団体」と見られております。すなわち、

地域社会は我々に、奉仕活動を期待していると考えられます。一方ロ｝タリークラブにと

って、社会奉仕は四大奉仕の一つであり、外部に対する窓口としての重要な活動でありま

す。

当クラブではこれまで、霧が丘中学校でのスピーチ大会、緑区民祭での子供動物園など

の活動を通じて、地域の期待に応えてきました。今年度も引き続きこれらの活動を行ない

ます。さらに、地域の行政機関、学校、商工会などの関係機関との連携をより一層強めて、

地域住民の生活の質の向上に役立つニーズを調査し、会員の職業上の能力を生かせる奉仕

活動に結び付けたいと思います。

ロータリ｝クラブの奉仕活動は、集団活動よりも会員の個人活動に重点を置いておりま

す。したがって、関係の深い環境保全、新世代育成ならびにインターアクトの各委員会の

皆さまは言うまでもなく、全会員が積極的に活動に参加しくださいますようお願い致しま

す。

po 
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環境保全委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

下中英輝

高橋正治

森宏

環境保全委員会は地域や地球の環境を調査し、改善していくよう配慮することである。環

境保護の観点から今日「エコjと題し住宅、自動車、家電製品に至までエコ減税やエコポ

イントなど国も身近な所にまで支援を働きかけるようになりました。

環境破壊、地球温暖化、これからの私共にとって本当に、大きな問題点として協力しあい

ながら、子供達いや子孫にクリーンな地球を残す為に、身近な所から（ゴミの分別、省エネ

など）努力して行きたい。

今年度はフォーラムなどで専門家の話や気が付かないエコ情報を調べながら、フリ ーマー

ケットなどを行い不用品のリサイクル、資源の再利用をする行動もして行き横浜緑ロータ

リークラブで継続できるエコ活動を探して行きたいと思います。

会員皆様のご協力をお願いいたします。

新世代育成委員会活動計画書

委員長

副委員長

委員

岡部忠仁

石川輝久

村松勇治

これからの次世代を担う、若い人すべてを含む新世代の多様なニーズを認識しつつ、よ

りよき未来を確実なものとする為に新世代の生活力を高める事によって、新世代に将来へ

の準備をさせる事を目標とし活動致します。

例年通り、霧ケ丘中学校にて海外の留学生との交流会の開催及び、心豊かに社会貢献で

きる新世代育成に沿った事業・講演会等を検討致します。
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インタ｝アクト委員会活動計画書

委員長 阿部忠仁

副委員長 江田憲司

委 員 土志田猛

次世代・次々世代を担う青少年の指導力養成、他人への思いやり、家族の重要性等を目

標とした奉仕クラブであるインターアクトは、 14歳から 18歳の若い世代である。

こうした青少年であるインターアクト経験者がローターアクトとなり、将来のロ｝タリ

アンを目指して貰えるような活動を行いたいと思います。

今年度も栴蔭学園高等部の協力を賜り、現代の青少年に関わる有意義な活動を多方面か

ら展開していきます。

緑区民祭、年次大会、地区大会交流会等のインターアクト行事に多数のロータリアンの

方々の積極的な参加を求めると共に、青少年や地域社会に奉仕するための募金活動や寄付

の呼びかけを行い、青少年の将来に役立つインターアクトプログラムを推進してまいりま

す。
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国際奉仕委員会

国際奉仕委員会活動計画

委員長

副委員長

委員

加藤海士郎

武藤泰典

加藤喜夫

間際奉仕活動の理念としては諸外国の事情を理解し、外国ロータリアンがその奉仕活動

の範囲内において相手同民の為になる事が出来ないかというところから思索がはじめられ

なければならないと説いている。しかしーロータリ アンまたはーロータリークラブで出来

ない梯な計画に手をつけるのではない。我々が出来る範閉を明確にする必要があり、たと

えば貧民国家に対する貧民救済用のミルクの供給、井戸掘りから清潔な水の救済、教育向

上のための図書などの援助、医療内容の乏しさに対する薬品や必要な物資など生活物資を

含む貧民生活全般に対する救済がわれわれの奉仕活動内容であろう。

我々“横浜緑ロータ リークラブ”は現在姉妹クラプとして“HongKong South RC”との

鮮を深めており彼らが国際奉仕活動とする中園地区内のハンセン病施設への援助に協力さ

せて頂いている様に、 国際奉仕の一環として継続する事に意義深さを感じる。新年度は我

がロータリークラブは創立40周年を迎えるにあたって同際奉仕活動としてと「水保全J

「保健・飢餓」「識字半向上J「新姉妹クラブとの締結」等にに大所高所からの検討を加え
何らかの行動の一広が踏み出せる様最善努力したい。

“奉仕の理想”に結ぼれた事業と専門職に携わる人の世界的親交によって国際間の理解

と 親善と平和を推進する事も重要な事項である。すなわち前段で述べた内容とおりロー

タリアン同上が友情を結び、同際理解、親善、平和を推進することから①国際青少年交換

②ロータリー友情交換③国際親善奨学生制度 ④趣味職業別親善活動 ⑦ロ｝タリアン

による例入、クラブ別の交流⑤姉妹クラブとのさらなる交流促進が行動範囲内のテーマ

でもある。

我々は国際拳仕活動に対する重要性を認識し鋭意検討を進め言1・画立案から実行を図りた

u、。
会貝皆様のご理解とご協力を頂戴し国際奉仕委員会の更なる発展を図りたく宜しくお願

い申し上げます。なお「ロータリー財問委員会j「米山奨学委員会jに関しましては各委員

会行動計画内容を尊重し微）Jであるが目標必遠の為鋭意頑張る所存である。
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ロータリー財団委員会活動計画書

委員長武藤泰典

副委員長遠藤一典

委 員長根信康

ロ｝タリー財団の使命は、ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、

貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることであり

ます。

私を含めて、会員の皆様にロータリー財団の活動を理解していただき、財団のプログラ

ムに、積極的に協力して行きたいと思います。

先輩会員のご指導、各会員の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

米山奨学委員会活動計画書

委員長加藤喜夫

副委員長石川輝久

委員岡本健

1 9 5 2年東京ロータリークラブの有志によって、米山梅吉氏の遺徳、を記念して設立され

た国際焚学金制度は、「奨学生への奨学金の授与をとうし世界理解と平和に貢献している。j、

と賞賛されている。

今年度も引き続き、地区方針に従い、寄付金のお願いと、米山奨学基金に対する、会員

の理解を深めて生きたいと考えています。
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ROTAJt¥' INTERNATIONAL・

＊ロータリー・クラブ定款

第1粂定.

本条の.~~~リt革、 神.：'.ii'.~で｛~われる湯合、他に明俸に規定されない限

り、次の窓味を持つものとする。

I.何事会：本クヲプの理事会

2.細則：本クラブの蜘IHY

3.醇.$：木クラブの鰐．事会メンパー

4.会興：各様会員以外の本クラブ会員

5. RI：間際ロータリー

6.年度：7月IOIこ始まる12カ月間

第2条名称
本会の名狛1は、 ロータリー・クラプとする。

（凶際ロータリー加盟会員）

第3条クラブの所在地縁
本クラブの所住地械は、次の巡りとする。

第4条綱領
ロータリーの綱領は、イ可益な事業の泉日Eとして奉仕の~~を鼓吹し、

これをff~し、特に次の各耳立を量産吹、育成することにある．

!.Ill tドイtの般会として知り合いを広めること。
第2!fl楽および専門験務の道徳的水準を高めること。あらゆる，hm
な書官邸は~11lされるべきであるという認識を深めること。そしてロータ

リアン併自が業務を通じて社会に奉仕するために、その業務を品位あ

らしめること。

第l3Clータリアンすべてが、その個人生活、事業生活必よびt.l:会1:
Mにj削こ溶伐のJiii,懲を遜}tiすること。
?M；併itのJlfl祉！に紡ばれた、 事業との門織務iこ告書わる人のjlト界的
規うどによって、llil際聞の男l！鮮と鋭浜と平和を推進すること。

第5条 四大量巨仕商事門
ロータリーの悶λボ｛上部門は、-1'ロータリー・クラブの活動の哲学的
および実際的な刷機であるω

L ~fl:の第・・ Gil円であるクラブ奉仕は、本クラプの繊能を充尖させ

るために、クラプ内で会員が取るべき行動に関わるものである．

2. ~fl：・（｝）第六；'illl"Jである険業彬仕は、事業および専門職務の道徳

的水町H：おめ、／，／，｛立ある薬草告はすべて尊策されるべきであるとい

う~＝-t涼め、あらゆるt漁業に傍わる中で~fl:の理想、を生かして

いくという門的を持つものである．会口の役湖にf！、ロータリーの

Ill!念に従って向分向身を律し、事業を行うことが含まれる診

3. /,¥fl：のm. .－：官官r・iである社会奉仕は、クラブの所作地域または行政
I王M内に凶作する人4の生活のffを内めるために、時には他と協
力しながら、会l'Iが行うきまさ「まな取り組みから成るものである。
4. ~fl：の第附郎l勺である｜到際ボfj；は、 il1物などを読むことや通信

を通じて、さらには、 f也li~の人々を助けることを Ii的としたクラブの

あらゆる活動やプロジェクトに協力することを通じて、｛山t分の人々

とその）（.化や慣習、功績、Illい、問題に対する認識を培うことによ

って、 Iii際地！解、親善、干犯を推進するために、会闘が行う活動
から成るものである。

第6粂会合

第ltll一例会
(a）白および時間。本クラブは、毎週l［£.！］、細則に定められたHおよ
ぴ符聞に、定期の会合を問jかなければならない。

(l>）会合の俊英u正当な鰐1J1のある総合は、理事会は、例会を、前

同の例会の翌同から次の例会の前日までの間のいずれかの日

または定例llの他の時間または他の嶺所に変更することがで

きる．

(c）取消。例会Hが一般に認められた視LJを合む法泌休日に当たる
11.l合、またはクラブ会員が死亡した湯合、または全地峡社会にわ

たって流行病もしくは災害4が発供した渇合、または地成社会で
の武力紛争がクラブ会tlの生命を骨かす場合、理事会は、例会
を取りやめることができる，理事会4阜、ノド項に明記されていない

~I州であっても、 ilf＇に41白iまで例会を取りやめることができる．
ただし、本クヲプカワ向を超えて続けて例会を隠かないようなこ

とがあってはならない．

llJ21D一 年次’E会。役t1をiR与するためのま手次総会は、細目。の定め
るところに従い、毎年12月31Hまでに開供されなければならない。

第7条会員身分

.. ，卸 一 全般的資縮条件。本クラプは、普良な成人であって、際業

L、および｛または｝地域相会において良い世詳を受けている者によ

って構成されるものとする＠

第2tll一 暢矧。司S.:1ヲブの会円の紐類は次の2報提向、すなわち、正会

鎚および名持会員とする。

113節 一 正会問。 RI定務：耳~5条司）2節に定められた資絡条件を有す

る者I！、これを本クラブの正会員に選ぶことができる。

214節 ー 移籍ロータリアンEまたは見ロータリアン。会員l:l.、移籍する

会ぬまたは元クラブ会員をii：会員に推廃することができるが、被封量

.d!!者がかつて所属していたクラブを退会する、または退会した.Ill!向
は、ネ；人がそのクラブのJ針作地域内またはその閃辺地域でそのクラ

プにおいてゐ；人が分額されていた股業分類の「にst：たに胤楽情動
に従事しな〈なったということでなげればならない04>:fl1iの下に正会
C'Iに雛蔚された移縮会員または元クラプ会員は、 7tクラプによって
権隠されることもできる．選Illによってクラブ会員の身分が股業分鎖
の制似を・時的に悠えることになっても、クラプの移籍会員または

＇~クラプ会L1の験業分類は、正会員に選出されること金妨げるもので

あってはならない．

l!SIDー : l'R会貝。同時に、本ヲラプと別のクラブにおいて、.IE会員
になるζとはできない．いかなる人も本クラブにおいて、会tiであると
同時に名手空会員の資絡を保符することはできない。また、いかなる人

も、ノドクラブのJ正会員であると同時にローターアクト・クラブの会口に

なるζとはできなi' • 

’l61Dー名替会民
(ii）仇智会nの資織条件ωロータリーの疎惣費量進のために徐ままに｛肉

ずるボ仕をした人、およびロータリーの祭i喝なfl(I'~を末ぷ〈支援

• l ~I際ロータリー細川l;J: 、 R IにJJU IY.!L たロータリー・クラプがJ好’必の僚t快ロータリー・アラゾ・;j!,，~を採択することと規定している‘
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したことでロータ＇］ーの友人であるとみなされた人を本クラブの

名営会員に選手することができる。かかる会員の身分の合．続期

聞は、煙事会によって決定されるむのとする。その人は、三つ以

上のクラプで名誉会員身分を保持できる。

(b）権利および符典。名答会貝は、人会金および会貨の納入を免除

されるが、役棄権を持たず、クラプのいかなる役取にも就くこと

ができない。名脅会員は、軍Ut分額を保持しないが、本クラブの
あらゆる会合に出席することができ、その他クラプのあらゆる特

典を亨受することができる．本クラプの名谷会員は、他のクラブ

においてはいかなる権利または特典も認められないものとする。

ただし、ロータリアンの来賓としてではな〈他のクラブを訪問す

る権利は認められている。

第7節 一 公織にQtいている入。一定の任期のl渇選挙または任命によ
ゥて公職にある者は、当該公織の職業分煩の下に本クラブの止会員

となる資絡そ令・しないものとするのこの制約は、学校、大学その他の

教育勉設に奉験する者または主主判宵にi憲司書もしくは任命された者に
は通則されない。会員で一定の任期をもった公職に港学または任命

された告は、 その公職に在任中、以前の願書き分績のドに、 引き続き会

員としての身分を保持することがで＇$る．

2官8・I!-RIの．員。本クラプ11、RIにJM/fjされている会員の会対身
分を保持せしめることができる．

第8条鴫幾分銅

第1節ーー・般規定
｛内）主な活動。各会員は、その感紫、専門職務、または社会本仕の

持類に従って分類されるものとする。職業分頬lま本人の所属す

る商社、会社、凶体の主裂かっ一般住｜制がそのように認めてい

る事業活動を示すものか、本人の主たるかつまた一般世間がそ

のように認めている事業または専門職務をぶすものか、ぶ人の

社会員停仕活動の繍鎖を示すものでなければならない。

(b）是正．または修正。型事会は、 1正当な開．曲がある場合、:(F.jff中の

会員の職業分頬を足If.または修正することができる。足百ーまた

は修正の従業については、 当~会貝に対して然るべき予告をう

え、その会員には、これに対して聴聞の機会が与えられなければ

ならなb、
自書2111－制限。5名またはそれ以｜：の正会員がb’る職業分類からは、
正会員を選出してはならない。ただし、会員数が51名以上のクラブ

の場合は、 岡ー職業分類に崩するif:会民がクラプ正会員のlOパーセ

ントより多くならない限り、その職集分鋲のドにlE会員を選出するこ
とができる。引退した会llは、そのE担当日〉績に属する会員総数に含
めてはならない。選出によってクラプ会LIの身分が職業分類の制限
を一時的に越えるζとになっても、クラプの移術会員または元クラブ

会口、あるいはRI理事会によって定援されたロータリー財！司学Ji.の
車農業分鎖は、正会ltに選向きれること金妨げるものであってはならな
い．会目が職業分類を変更した喝合、クラブは、これらの制限にかか

わらず、 伺会！：＂Iの会ti身分を新しい職業分矧のトで継続することが

できる‘

第9粂出席

第1節一一般規定。各会員は本クラブの例会に出席するべきものとす

る．会員が、ある例会に出席したものとみなされるには、その例会時

間の少なくとも60パーセントに出席するか、または．会合同席中に不

意にその属会去らなItればならなくなった場合、その後その行為が

妥当であるとクラブ理事会が認める理由を災示するか、 または、次の

ような)SW.で欠席をメークアyプしなければならない。

(0）例会の前後14円問。例会の定例の時の前141:1または後l4rt以
内に、

(I）他のロータリー・クラブまたは似クラプの例会の少なくとも

60パーセントに出席すること。または、

(2）ローターアクト・クヲプ、インターアクト・クラスロータリー

地j或社会共同隊、ロータリー剣勝活動、あるいは仮ロータ

ーアクト・クラプ、仮インターアクト・クラブ、仮ロータリー地

総社会共同隊、｛）！（ローダザー・続勝活動の例会に出席するこ

と。または、

(3）則国際大会、組定審議会、｜刻際協議会、 RJ7cなちびに現役

員のためのロータリ－if!究会、 RI；じ、~ならびに次期役員

のためのロータリー研究会または、 RU理事会またはRU想家

会を代行するRI会長の汲認を~（／.て招集された他の会合、ロ

ータリー合同ゾーン大会、 RIの~員会会合、ロFタリー地I実

大会、ロータリ一地［；（協繊会、RIJ!l令会の指示の下に開催

された地灰会合、地区ガパナーの指示の下に開催された地

~委員会、または正式に公茨されたロータリー・クラブの都

市i宴会会に出席すること。または、
(4）他クラプの例会に出席の門的をもってそのクラプの例会主主

~Jに定例会場昔に赴いたとき、当該クラプが、定例の時間また

は湯所において例会を倒いていなかった場合。または、

(5）男，事会jJ認のクラブのlltft：プロジェクトまたはクラブがスボ

ンサーL：た地減社会の行事や会合に出席すること。または、
(6）用事会の会合、または理事会がポ認L；た場合、選任された

奉仕委員会の会合に出席すること．または、

(7）クラプのウェプサイトを通じて、平均30分の参加が議著書づけ

られた相内：参加！＼＇！ の活動に参加すること。

会l1が14日以上にわたり海外で旅行している湯合、会員が旅行
中他同で例会iこ出席するならば、メークアγプ期間に拘＊きれ

ない。このような出席は、会員の海外117<U中欠席した例会のメー
クアップとしての‘効とみなされる．

(b）例会時において。例会のときに、

(I）本節（a）項の（3）に準げた会合の一つに出席するため、適切
な直行日程による往復の途次にある場合。または、

(2）則の役員、委貝、ロータリ－lltrn管里H:tiがロータリーの
胤務に携わっている崎合．または、

(3）地区ガパナーの特別代~として、新クラプ結成中、ロータリ

ーの用務に傍わっている渇合。または、

(4) RI！こ濡対されている省が、ロータリーの用務に傍わってい

る場合。または、

(G）メークアYプすることができないような僻述の地で、地｜夫、

RI、またはロータリ－Jij凶の~唱するJ伝fl;プロジェクトにICI

E豊かつ積械的に従事している渇合．または、
(6）理事会がif.当に＊＇認したロータリー州事事に従事していて、

例会にIll席できない場合．
篤28一転量動による長期の欠席．会封が転勤先で長期にわたって災
際に業務に従事Lている場合、会liの所以クラプと転勤先の指定ク
ラブ聞の合怠があれば、会tH主、申，；動先における指定クラプの例会
へのIH絡が所属クラブの出席のftわりとなる。.3節－!f:¥1$規定の免除。次のような場合、!LI席規定のla用は免除
されるものとする。

(a）庵事会の承認する条件と’F怖による欠席の織合。的事会は、 ii:
当かっ卜分な理由による会Ilの欠席を必める機限を持つ。
(b) ーつまたはいくつかのロータリー・クラブのロータリー黙と会H
の年齢の合計が85年以l：であり、さらにrn席規定の通州を免除

されたい希宅を、奇術をもって、クラプ鈴:tiにi辺氏し、月！事会が
~認した場合。

1'4111－町役員の欠席．会員が車主役のRI役!-1である崎合、その会問
に対するIf『席規定の~則は免除されるものとする。

M5町一Ill腐の記録む本条第3飾（b）または第4節の下に問脱線定の
i.81+1~免除された会w卓、＊クヲプのIll脈~；事の算:I\に使う会ti数に

~まれないの
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第10条理司Eおよび役員

第111一管理主体。本クラプの管理R·l~体 l;t、級目。の定めるところによ

って織成される理事会とする．

’~2節ー権限。 fll!.＂＇会は会役銅および全愛H会に対して総括－｛！（J支配
ブJを持つものとし、正当な理！州ある治合は、そのいずれ会も寵免する

ことができる。

’IJII一理事会による忌終決定，クラプのあらゆる事項に関する鎖
事会の決定は録終であって、クラプに対して提訴する以外には己れ

を慢す余地はない．しかしながら、会目身分の終結の決定に関して

は、会口は第lZ条第6ftliの規定に従って、クラプに鍵訴するか、 調停

または仲裁に訴えることができるのこのような提訴の場合、提訴の対

象となった決定は、理事会が街定した例会において、定足数の出席

i'得て、その出席会員の3分の2の12票によってのみ復すことができ
るものとする。そして、当技例会の少なくとも5H前Iこ、幹；j~lj、各会

員に対して当よ芸員企訴の f~＇rをしなくてはならない。もし提訴がiiわれ
た場合は、クラブの決定が以終Lit’4：となる。
自匝4111一役員。クラプの役員は、会長、会長エレクト、l名または数名
の同会長、幹事、会計、および会嶋田E傍とする。 このうち、会長、会長
エレクトおよび副会長は、 ~Ull~~会のメンバ－ ｝：する。 また、 計、事、

会計および会主義信併は、細Ilgの定めるところに従って、E聖事会のメン
パーであっても、またそうでなくてもよい。

第51!一役員の選考静。
(a）会~を除〈役員の任期。 各役目はクラプ綱n則の泌めるところに

従って選学されるものとする．会長を除き、各役員は:iW併された

直後の7月1f］に就何，し、還俗された任期中または後任~－が選惨
されかっlftfaとなるまで布任するものとする。

(b）会長のff則。会長は、細nrrの定めるところに従って、就任する円
のl直前18カJi以七日fl＇以内に選挙されるものとし、選挙ぎれた
時点から会長ノミニ－H警めるものとする。会長ノミニー俗、会
長として就任する前の＇F度の7J'll円に、会長エレクトの役験名が
うえられるものとするe会長は、7月1Hに就任し、 l年問、または

後任者が然るベ＜~そ供されて遺物となるまで、その.務にゅうたる

ものとする。

(r.）資織要件。各役員および各舟.$は、いずれも、本クラプの廠鋭な

き会員でなければならない。会長エレクトは、ガパナー・エレク

トから特に免除されない取り、会長エレクト研修セミナーと地医

協議会に必ず出席しなければならない。免除された湯のは、所

以クラブによって翁名された代理念必ず派澄しなければならな

いd この代用人は会長エレクト本人に対しi結＊報告するものとす

る”会長エレクトが、ガパナー・エレクトからの免除を受けずに、

会長エレクト研修セミナーおよび地I買協議会に出席しない場
合、あるいは、免除されても指定の代療をこれらの会合に派遣

しなかった儲合、 かかる会長エレクトはクラプ会長に此任できな

いものとする。このようなことが起こった結合、会長エレクI－附修

セミナーおよび地r≪協議会、もし〈はガパナー・エレクトが I・分
であるとみなした研修にIHI献した後任者が1正式な手続きによっ
て選有持されるまで、脱会艇が続続してク号プ会長を務めるものと

する。

第11条入会金および会費

すべての会m手、細則の定める人会合および＇I'会伐を納入しなげれ
ばならない。ただし、第7条第4節に従い、本クラプの会llとして受It.人
れられた、移籍する会民あるいは他クラブに属していたJi;会討は、 21.f
1.1の入会金の納入を美しないものとする。本クラブの会員として受け入
れられ、 人会の前2年以内にローターアクトとしての会長身分を終fし
たローターアクターには、入会金の.＊：仏いが義翁づけられないものと

する§

第12~長会員身分の存続

’ne -JOJ問。会員身分l;I:、次に定めるところによって終結Lない隙
り、本クラプの与する1m存続するものとする。
第2・E一自動的終結
刷会員の資絡条件。会員が、会飼資格条件に欠けるようになったと

き、会員長t分は自動的に終給するものとするのただし、
(I）埋事会は、会員が；本クラブの所在地紙またはその周辺地械

外に移転する縫合、続しい地峨社会にあるロータリー・クラ

ブを訪問して知り合いになってもらうために，~ド以内の期間

に限って、出席銭湯規定の特別免除を与えることができる．

ただし、この場合、同会！tは引き続きクラブ会員たるすべて
の条件を満たしていることが前提である。

(2) .II里事会は、；本クラプの所在地域またはその周辺地成外に移

転する会員の会Lt身分を保持できる。ただし、問会員は引き
ま起きクラプ会民たるすべての条例を満たしていることが前提

である。

(b）似入会e会t1の会員身分がふ：問l(a）腐の規定によって終結し
た場合、終結時におけるその会liの身分が思統なきものであれ
ば、同人は、同じ怠業分調固または別の車車業分書目の下に、新たに

入会申込脅することができる。2皮11Q）人会令の納入は童書あづけ

られないものとする．

(c｝名誉会貝の会員身分の侠飴。名手寺会員の会u身分は、理事革会
が決定した期間の終了をもってl可動的に終結する．しかしなが

ら、君事会は名待会員身分の期間をさらに延長することができ

る。 JJI!事会はいつでも~公会則身分を取り消すことができる。

第3節一銭鎗一会費不払

｛日） 子書記。所定の期限後30U以内に会貨を納入Lない会員に対して

は、その分かっている厳新の列先に、華字耳鮮が、：可面をもって鍬告

しなければならない．他省のl1'1後10日以内に会貨が納入され

なければ、理事会の銭:rtに従って当裁会員の会員身分を’号館し
て差し支えない。

(b）復帰。理事会は、その嘆願がありかっクラブに対する同人のす

べての負債が完済されれば、Jt会uを会員身分に復帰させるこ
とができる。しかしながら、 阿人の以前の峨業分署員が本定款の

~8黄色第21l1iに遜っていない場介1.1:、いかなる必会主iも正会員に

復帰させることはできないの

第411!-.. 寄結一欠席
(a）出席帯。会員は、

（！）年度の各半期間にお.＞て、メークアップを合むクラプ例会

出席率が少なくとも50パーセントに逮していなげればなら

ない。

(2）年度の各半島町11¥1に！対かれた本クラプの例会総数のうち少な
くとも30バ一セントにl何E店白しなければならない（RJ理11S公

によつて定童皇されたカ

るものとする）‘‘

会貝が規jj£)filり出席できない吻合、その会員身分は、理事会

が正、当かつ十分な剣山があると~6めない自民り、終結することが

ある。

(b）巡続欠席角会員の会員身分（;I:、砲事会が止、：＇iかっ I・：分な月！由が

あると認めない限り、または第9条第31lt＂もしくは第 4flriに従う場
合を除ぎ、 j,l銃4凶例会に出席せず、またメークアップもしてい

ない縫合、クラブ軍霊感会は、その欠席がクラブ会長身分の終結

を妥請していると考えられる信通知するものとする。その後、見

事会i草、治’F安定によって、ft貝の会貝身分を終航することがで
きる。

’官5節ー他の販制による髄結
(a）正門な根担！， .Ill! 1曜会は、いずれの会員も、本クラプの会t1として
の資格条f'I:・に欠けるようになった場合、 もしくは他に十分と必め

られる桜ぬがあれば、特にそのll的のために釘｛集された州事会
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の会合において、理事会全ttの3分の2を下らない質成役員詩ーによ
って、その会員身分を終結せしめることができる。本会合の指針

となる原則は、m1条の第urnおよび『四つのテスト」とする。
(b）通知。本節（a）項の下に会長身分を終結する前に、当該会員

は、かかる懸案案件について、少なくとも101:1闘の予告をさ面

によって与えられ、理事会tこ対して脊函による符弁を侵出する

機会を与えられなければならないのまた、縛ー事会にHI耳語して、自
分のi工場を釈明する縫手IJを持つものとする。かかる予告の通達

l;t、配途証明便または脅包郵便によって、分かっている重量新の

宛先に送付されなければならない。

(c）験禁分類の!nltl.本節の網定によって無事会が正会員の会員
身分を終結せしめた場合、もし鎚訴があれば、これに対する縁

関の期保が切れて本クラブの決定または仲務人の決定が発表さ

れるまでは、本クラプは、当議会tiの持っていた機業分類の下に
新しい会員を選挙してはならない。ただし、たとえ終結に閲する

9軍事会の決定が領されても、新会！！の入会によって向ー織幾分
提訴にE毒する会長の制限を超えない場合はこの限りではない。
2医6館一会総身分の終絡に総J号、a国停または仲裁を求める緩和l
(a）通知。幹与は、里l!事会決定後7H以内に、その型民事会の会員身

分を書害総ーさせる決定を、 ~lfilをもって、当j産会主iに通告しなけれ

ばならない。その会t11.t過併の円H後14tl以内に、事宇事正に対す
る書面をもって、クラブに』控訴するか、調停を要請するか、もしく

は第16条に定める仲裁にt訴えるか、いずれかの意思のあること

をi通告すること申Zできる。
(h) !H曜に対する縁側の期限。提訴する場合は、提訴をi温的する書
面を受湿してから21日以内に行われるべきクラプの例会におい

て、当該提訴の理事関を千』うために、理事会はその円取りを決定し

なければならない。例会およびその例会で行う特別案件につい

て、少なくとも5円聞の予告が、ぜ？而そもって、全会員宛4こ与えら

れなければならないの提訴が聴聞される場合には、会員のみが

出席するものとする。

(c）調停もしくは仲銭。調停もしくは仲裁に使用される手続は第

16条に規定された巡りである。

(d）鍵訴。もし提訴が行われた場合は、クラプの決定が巌終決定と

なり、当事者すべてを拘束するものとなり、仲殺を妥求すること

はできない。

(C）仲S義人または黄色定人の決定。もし伶書記が言要求され、仲殺人によ
って下された決定もしくは1110仲投入が合怠に巡し仰なかった場

合、書~）記入による主主主どが厳終であって、当事者すべてを拘束す
るものとなり、総訴することはできない。

(f) 梨鯵の失敗。調停を重要求したが、お停が失敗した場合、ノド節（a)

調の規定に従い、会員はクラブに提訴するか仲裁に訴えること

ができる。

第71!1一理事会による怠終決定。もLクラプに対する提訴も行われ
ず、付l裁も要求されなかった甥合は、現場司会の決定は肢終決定とな

る。

i!Sl!i－退会。いかなる会員も、本クラブからの退会の111:111ま釦削を
もってfrい（会長または幹事宛｝、期事会によって受理j！されなければ
ならない。ただし、当該会員の本クラブに対するすべての負債が：た訴

されていることを前提とする。

:1911!一資康関与事震の興った。いかなる忽由にせよ、本クラブの会員身
分を終結した1H立、すべて、本クラブに寂するいかなる主主命その他の

韓5ii震に対しても、あらゆる関与権を喪失するものとする3
第101!1一一時保留。
；本定款のいかなる勉定にもかかわらず、墜事会の見解に~Jいて、

（ω）会l"!IJI、本定殺に従うことを拒否または怠った、あるいは会LIと
してふさわしくない振舞い、またはクラプに容をもたらすような似

舞いをしたという斜里豊作のある侍発があった窃介、および、

(b）これらの告発が立託され、それが当該会員の会釘身分を総長1す
るのに I・分な県白となる総合、および、

（む）当該会員がその結；取を待つ｜制、または州事会が適切と~－える約

協が取られるまでは、、可議会tiの会長身分に閲していかなる賠

償も取らないことが5埋ましいとされる場合、および、
(d）クラブのh主将の事lj主主のために、均該会員の会員身分に対する票
決をl反ることなく、：当該会tiの会tl身分を－II寺保関とし、当該会
員が例会やそのほかの本クラプの訴動への出席や、ふ；クラプの

いかなる＆aゃ任務からも除外されるべきである場合（本項の
白的のため、出該会員l;ttfl.1$義務を免除されるものとする｝、

政事会は、その3分の2以上の賛成~によって、 ~ll事会の決3記する期

的！と追加条件に従い（ただし、いかなる場合も、正：自に必裂であると

みなされる期間内で）、前述の通り会liの会日身分を一時保耐とす
ることができる。

第13条 地量産社会、箇家、および国際開店

2磨ll!i－適切な主題。地j或社会、！百i欲およびl町界の一般紙社にかか
わる公共問題の1-JJ罪は、本クラプの会!1にとって関心事であり、会員
の啓蒙となり各自が自己の意見を形成するうえで、クラプ会合におけ

る公正かつ照鯵を深める研究および討議の対象ξして適切なで題と

いうべきである。しかしながら、クラプは、いかなる係争中の公共問

題についてむ怠見を表明してはならない。

Z医2’B一支持の祭止。本クラブIJ.、公織に対ずるいかなる候総務・も
支持または俊l漉してはならない。またいかなるクラブ会合において
も、かかる俗語署長ーの長iWまたは対所を討議してはならない。

第311J一政治的主題の祭止
(a）決議および見解。本クラプは、政治的性質合むったt世界ll¥Jlliiま

たはl司際政策に関Lて、討議ないし見解を係釈したり両~.fijしたり

してはならない。またこれに関して行動i"起こしてはならないの

(Ii) I鎚願。本クラプは、政治的性質をもった特定の周際問題の解決

のために、クラブ；幽民、政府に対して昭電車両してはならない。また

合状、演説、鍵請還を配付してはならない。

第411 ーロータリーの発事事~Jt\念して。ロータリーの創伝記念日

(2Ji23 U）のi邸主、 llt界里il鮮と平和週間と呼称する。このl週仰
は、本クラプl;tロータリーのが仕活動を祝い、これまでの業績を娠り

返り、地主案内とl限界中で、平和、期解、意見善のためのプログラムに重

点を但し

~14条 ロータリ・ーの縫誌

自事1節－ IU議電車おるRI創則4こ従って、ヨドクラブがRll!P.事会によって、
ノド条規定の適用を免除されていない場合、各会員は、会目身分を保

持する限りRIの機関維誌またはRU理事会から本クラプに対して承認

ならびに備定されている地域的なロータリー維誌を餓読しなければ

ならない。防総の期間は、6カ月をl則としてi取り敏い、本クラプの会

員となっている限り総統し、 lJ羽の中途で会員でなくなった犠合には
その｝仰の米llをもって終わるものとする。
第21!1一朗読将。防総斜は、半千f.ごとに、クラブが、その時iHL,1>.を各
会員から徴収し、RIの＊あJ,JまたはRI州事会の指定によって臨時泌す

ることとなったt白線的m版物の発fj-,;Jiに送令しなければならない。

•1s条 綱領の受鰭と定紋・銅剣の遵守

会員lま、人会合主会貨を支仏うことによって、10訴の・＇＂こぷされたロー
タリーのl反則を受諾し、本クラブの)i：欽・細川に従い、その坦4・4：を：jQ
’＇<.i'L 、これに弥~＊されること金受諾するものとする。そしてこれらの条

件のFにおいてのみ、会ttは、本クラプの特典を受けることができる6
各会員l;t、定数・細fillの印刷物を受け取ったかどうかにかかわらず、

定数・細川の条項に従うものとする。

ha 
A
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第16，長 仲銭および規鯵

M'llll-,tt見の相反。浬場事会の決定に関すること以外で、現会員また
はj（会nとみ；クラズクラプ役fl、またはjlj!事会との閥に~見の食い

違いが起こり、このような窃合のために規定されている'f~lによって

はどうしても解決できない線合、その問題は、論争当事者のいずれか

が併、！JIに要請L、調停によって裁定を行うか仲裁によって解決をは
かるものとする。

2医2鱒ー調停または仲毒患の期限。調修または｛中高島の場合、JJll事会Ii
高島争当事者と協議して、調停または仲訟の要議を受理してから21日

以内に行われるよう、務停または伶重量の日取りを決定しなければな

らない。

第3111ー諸国鯵。このような調停の乎続きは、国むし〈は州に対L管繕
権をゐ・する関係当局によって承認されたものであるか、または代終

の争議の解決方法を含む専門知織に定評のある後れた専門職団

体によって錐E書されたものであるか、またはRI理事会もしくはロータ
リー財岡管理妥員会が定めた指針文書によって勧められるものとす

る。調停人にはロータリー・タラプの会員のみが指定されることがで

きる。クラブは、適切な讃停技能と終盤実を有するロータリー・クラブ

の会員を任命するよう地反ガパナーもしくはガパナーの代理F，人に要
請することができる。

(a）鶏僚の銘mo調停によって判事者向上が合gに淫した結果もL
〈は決泌は、記録されるものとし、各当事者ならびに潟傍人が

その記録をそれぞれ保管するものとする。さらに、政！密会にも記

録をl部拠出し、幹事がそれを保管するものとする。クラプへの

報告のために、当~~正春がぶ誌できる結果の要約文を作成するむ

のとする。当事詩の－}j・が調停内容を十分に緩行しなかった場
合、もう－}jは会長または併事を遜じて、更に調停を書普請するこ
とができる。

(b）調停の失敗。調停をS要求したが、調停が失敗した傷合、論争当

竜王者は本条の第IMに~める｛中毒誌に訴えることができる。

g医4111ー仲歳。仲裁が重要求された場合、両当事者はそれぞれl名の｛中
高島人を指定し、両{qi高島人はl名の裁定人を指定しなければならない。

総定人または仲裁人にはロータリー・クラプの会員のみが指定され

ることができる。

;151l -1!J幾人または裁定人の決定。もし仲裁が望者4えきれ、仲歳入
によって下された決;.i£もし＜Iま両仲裁人が合意に達し4惨なかった場
合、設定人による決定がt長終であって、当事者すべてを抗I＊するもの
となり、提訴することはできない。

第17，義組問

本クラブは、 RIの定~·納I!リ、 RIによって管理上の地指定単依が認めら

れている湯合には、その手続規則、および本定款と矛盾しない細則を

採用しなげればならない。細則は、本クラプの管理のために、さらに）ft
bll規定を設けるものとする。同細則は、細目11中に定められているところ

に従って時キ改配することができる。

M18条解釈の仕方

『郵便」、「粥送」、および『要事伎役票」という用語には、経授を節約

し応答を微量号にするために、電子メール（Eメール）およびインターネァ

ト・テクノロジーの活用が合まれるものとする。

第19条改正

第1・E一改正の方法。本条第2 r1iに規定されている総合を除き、本
定書記は、規定電器議会によってのみ改IEできる。その方式については、
州制lll!IJの改正について肉細則で定めているものと閃じとする。
第2111-tfi2条とm3条の改正。定あ：の第2条（名祢）および~3条

（クラブの所在地緩H阜、定足数を満たした数の会”がW.1.怠した本
クラプの例会においていつでも、出席している全般禁会釘の巌低3分

の2の質成役棄によって、改正することができる。ただし、：..'i該改正
案のi並行が、これを議する例会の少なくとも10目前に、各会員に鄭
i遣されなければならない。そしてさらに、かかる改正は、RI規事会4こ

総rnしてそのゑ認を求めなければならない。そのiJt.認があって初め
てその改正は効力を発するものとする。ガパナーは、提出された改正

後に関してRIJ!i！事会に怠見を述べることができる。

Ol2A-JAー（707)
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横浜緑ロータリークラブ・クラブ細則

第l条 理事およぴ役員の選出

第 l節会長ノミニーおよび理事、役員の選出

年次総会の 1ヶ月前の例会において、会長は会員（名誉会員は含まない、以下同様）に対し

て、会長ノミニー（次次年度会長）、幹事、会計、 S. A. A.および4名の理事を指名し

公示しなければならない。会長ノミニーは、指名香員会で指名されるものとする。その他の

理事および役員は、会長エレクトにより指名されるものとする。但し、会長ノミニーおよび

幹事の資格は、クラブ細則内規の規定を満たす会貝とする。それらの理事およぴ役員は、年

次総会において、出席会員の過半数の承認を得なければならない。承認を受けた会長ノミ

ニーは、その年次総会後、 7月1日に始まる年度に、会長エレクト として理事会のメンバー

を務め、会長エレクトとして理事会のメンバーを務めた年度直後の7月l日に、会長に就任

するものとし、会長を務めた年度直後の7月1日に始まる年度に、副会長と して理事会のメ

ンパーを務めるものとする。

第2節欠員の補填

理事会またはその他の役職に生じた欠員は、残りの理事の決定によって補填すべきものとす

る。また、理事エレクトまたは役員エレクトの地位に生じた欠員は、残りの被選理事および

被選役員の決定によって補填すべきものとする。

第2条 指名委員会

この委員会のメ ンパーは、会長、 会長エレクトおよび直近のパスト会長3名による 5名で構

成する。

第3条 理事会

本クラブの管理主体は本クラブの会員 10名より成る理事会とする。すなわち、 4名の理事、

役員である会長、副会長、会長エレクト、幹事、会計およびS.A. A.である。
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第4条役員の任務

第 1節会長

会長は、本クラブの会合および理事会の会合において議長を務め、その他通常その職に付随

する任務を行うものとする。

第2節会長エレクト

会長エレクトは、理事会のメンバーとしての任務およびその他会長または理事会によって定

められる任務を行うものとする。

第3節副会長

副会長は、会長不在の場合は本クラブの会合および理事会の会合において議長を務め、その

他通常その職に付随する任務を行うものとする。

第4節幹事

幹事は、次の任務を行うものとする。

－会員記録の整理保管

－会合における出席の記録

・クラブ、理事会および委員会の諸会合の通知を発送し、これらの会合の議事録を作成

し、これを保管

・R I事務総長に対して行うべき諸種の義務報告

・ロータリアン誌の購読科を徴収し、これをRIに送金

・その他、通常その織に付随する任務

第5節会計

会計は、すべての資金を管理し、毎年 l回およびその他理事会の要求あるごとにその説明を

行い、その他通常その職に付随する任務を行うものとする。その職を去るに当たっては、会

計はその管理するすべての資金、計算帳簿、その他あらゆるクラブ財産を、その後任者また

は会長に引き継がなければならない。

第6節 S.A. A. （会場監督）

S. A. A. は、通常その聴に付随する任務、およびその他会長または理事会によって定め

られる任務を行うものとする。
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第5条会合

第l節年次総会

本クラブの年次総会は毎年 12月の第一例会に先立って開催されるものとする。そしてこの

年次総会において次年度の理事および役員の承認を行わなければならない。会員総数の3分

のlをもって本クラブの年次総会の定足数とする。

第2節例会

本クラブの毎週の例会は、水曜日 12時30分に開催するものとする。但し、第5週は夜間

移動例会とする。

例会に関するあらゆる変更または例会の取り消しはすべて、クラプの全会員にしかるべく

通知されなければならない。本クラブの会員はすべて、名誉会員（または標準ロータリー・

クラブ定款第9条第3節（b ）項の規定に蒸づき、本クラブ理事会によって出席を免除され

た会員）を除き、例会の当日、その出席または欠席が記録され、その出席は、本クラブまた

は他のロータリー・クラブにおいて、その例会に充当された時間の少なくとも 60パ｝セン

ト出席していたことが実証されるか、もしくは標準ロ｝タリー・クラブ定款第9条第1節の

別段の規定によるものでなければならない。会員総数の3分のlをもって本クラブの例会の

定足数とする。

第3節理事会の開催

定例理事会は毎月第一例会日に開催されるものとする。臨時理事会は会長がその必要ありと

認めたとき、または理事会のメンバー2名以上の要求あるとき、会長によって招集されるも

のとする。但し、その場合然るべき予告が行われなければならない。理事会のメンバーの過

半数をもって理事会の定足数とする。

第6条入会金および会費

第1節入会金

人会金は 10万円とし、入会承認後すみやかに納入するものとする。

第2節会費

会費は年額30万円とする。

第3節中途入会者の会費

守

e
必－
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その年度の中進入会者の会費は、月割りとする。

第4節中途退会者の会費

その理由の知何にかかわらず返却しない。但し、当該年度の12月31日までに退会した者

の内、年会費を一括納入した者については、半期分を返却する。

第7条採決の方法

本クラブの議事は、口頭による採決をもって処理されるものとする。

第8条委員会

第1節常任委員会

( a ）常任委員会は次の四委員会とする。

・クラブ管理運営委員会（旧・クラブ奉仕委員会）

．職業奉仕委員会

・社会奉仕委員会

．国際奉仕委員会

( b）クラブ管理運営委員会、職業奉仕委員会、社会奉仕委員会および国際奉仕委員会は、

それぞれ会長が理事の中から任命する委員長を含め少なくとも 3名以上で構成するも

のとする。

( c）会長は、職権上、その資格において、委員会に付随するあらゆる特典をもつものとす

る。

( d）各委員会は本細則によって定められた職務、および会長または理事会が定めた事項を

処理すべきものとする。理事会によって特別の権限を与えられた場合を除き、これら

の委員会は、理事会に報告し、その承認を得るまで、は行動しではならない。

( e ）会長は、理事会の承認により、各委員会下部に設置された委員会をその年度に限り統

合することを可能とする。

第2節クラブ管理運営委員会｛｜日・クラブ奉仕委員会）

(a）会長は、理事会の承認の下に、クラブ管理運営の中の特定分野を担当する各委員会を
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設置できるものとする。

－出席委員会

・職業分類委員会

．親睦活動委員会

・雑誌委員会

－クラブ会報委員会

．会員選考委員会

・会員増強委員会

－プログラム委員会

．ロータリー情報委員会

．広報委員会

・クラブIT推進委員会

( b）クラプ管理運営委員会委員長は、クラプ管理運営の諸活動全般』こわたって責任をもち、

かつクラブ管理運営の各特定分野について設置されたあらゆる委員会の仕事を監督、

調整する任務をもつものとする。

( c）クラブ管理運営委員会は、クラブ管理運営委員会委員長とクラプ管理運営の特定の分

野を担当するすべての委員会の委員長によって構成されるものとする。

第3節職業奉仕委員会

( a ）会長は、理事会の承認の下に、職業奉仕の中の特定分野を担当する各委員会を設置で

きるものとする。

( b）職業奉仕委員会委員長は、職業奉仕の諸活動全般にわたって責任をもち、かつ職業奉

仕の各特定分野について設置されたあらゆる委員会の仕事を監督、調整する任務をも

つものとする。

第4節社会奉仕委員会

( a ）会長は、理事会の承認の下に、社会奉仕の中の特定分野を担当する各委員会を設置で

きるものとする0

・人間尊重委員会
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－地域発展委員会

・環境保全委員会

．協同奉仕委員会

・新世代育成委員会（旧・青少年奉仕委員会）

．インターアクト委員会

・ローターアクト委員会

．ライラ委員会

(b）社会奉仕委員会委員長は、社会奉仕の諸活動全般にわたって責任をもち、かつ社会奉

仕の各特定分野について設置されたあらゆる委員会の仕事を監督、調整する任務をも

つものとする。

( c ）社会奉仕委員会は、社会奉仕委員会委員長と社会奉仕の特定の分野を担当するすべて

の委員会の委員長によって構成されるものとする。

第5節国際奉仕委員会

( a）会長は、理事会の承認のドに、国際奉仕の中の特定分野を担当する各委員会を設置で

きるものとする0

・世界社会奉仕委員会

・ロータリ｝財団委員会

．米山奨学委員会

・ポリオプラス委員会

( b）国際奉仕委員会委員長は、国際奉仕の諸活動全般にわたって責任をもち、かつ国際奉

仕の各特定分野について設置されたあらゆる委員会の仕事を監督、調整する任務をも

つものとする。

( c ）国際奉仕委員会は、国際奉仕委員会委員長と同際奉仕の特定の分野を担当するすべて

の委員会の委員長によって構成されるものとする。

第9条委員会の任務

第I節クラブ管理運常委員会（旧・クラブ奉仕委員会）

この委員会は、本クラブの会員が、クラブ管理運営に関する事柄において、その詰責務を遂

A
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行するうえで役立つ指導と援助を与えるような方策を考案し、これを実施するものとする。

クラブ管理運営委員会委員長は必要に応じて委員会を開催し、クラブ管理運営の全活動につ

いて理事会に報告するものとする。

(a）出席委員会

この委員会は、全会員があらゆるロータリーの会合 （クラブ例会、 地区大会、都市連

合会、 地域大会および国際大会等）に出席すること を奨励する方法を考案するものと

する。この委員会は特に本クラブの例会への出席と、本クラブの例会に出席できない

場合には他ク ラブ例会への出席を奨励するものとする。全会員に出席規定の理解を求

め、出席を良くするためのよりよ き奨励策を講じ、 出席不良の原因となる諸事情を確

かめ、これを除去することに務めるものとする。

( b）職業分類委員会

この委員会は、毎年できるだけ早く、 遅くと も8月3l日以前にその地域社会の職業

分類調査を行わなければならない。その調査から、職業分類の原則を適用し、充填未

充填職業分類表を作成しなければならない。必要な場合は本クラプの現会員のもって

いる職業分類を再検討しなければならない。そして、あらゆる職業分類の問題につい

て理事会と協議しなければならない。

( c）親睦活動委員会

この委員会は、会員聞の親睦を増進するために、レクリエ｝ションおよび社交的諸活

動の企画立案を行い、 全会員に積極的な参加を促すものとする。また、本クラブの一

般目的の遂行上、会長または理事会が課する任務を果たすものとする。

(d）雑誌委員会

この委員会は、ロータリアン誌に対する読者の関心を喚起するために、次の任務を行

うものとする。

例会において毎月雑誌の簡単な紹介を行う

新会員の教育に雑誌を利用することを奨励する

ロ｝タリアンでない講演者に雑誌を贈呈する

ニュース資料と写真を雑誌編集者に送る

その他あらゆる方法によって、雑誌を本クラブ会員およびロータリアン以外の
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人々にも役立てる

(e）クラプ会報委員会

この委員会は、クラプ週報の刊行によ って、クラブ活動に関心を促し、出席の向上を

図り、近づく例会のプログラムを発表し、前回の例会の重要事項を報告するものとす

る。また、親睦を増進し、全会員のロータリー教育に寄ヲ－し、さらに、クラプ、会貝、

および世界各地のロータリー・プログラムに関するニュースを伝えることに務めなけ

ればならない。

( f)会員選考委員会

この委員会は、会員に推薦された会員候補者を、その人格、職業上、および社会的地

位並びに一般的な適格性を調査し、検討しなければならない。そして、その会員候補

者に対する委員会の決定を理事会に報告しなければならない。

(g）会員増強委員会

この委員会は、絶えず本クラブの充填来充填職業分類表を検討し、 未充填の職業分類

を充填するためにロータリアンと してふさわしい人物の氏名を理事会に推薦するよう、

積極的に務めなければならない。

( h）プログラム委員会

この委員会は、 本クラプの例会およぴ臨時の会合のためのプログラムを準備し、手配

しなければならない。

( i ）ロータリー情報委員会

この委員会は、入会予定者 （会員候補者） にロータ リー・ク ラブ会員の特典と責務に

関する情報を提供し、 会員にあらゆるレベルのロータリーの歴史、綱領、活動に関す

る情報を提供しなければならない。そして、入会してから最初の 1年間、新会員のオ

リエンテーショ ンを監督するものとするの

( j ）広報委員会

この委員会は、広く 一般世間に、ロータリーとその歴史、綱領および規模に関する情

報を提供するものとする。そして、本クラブのために適切な宣伝を行う方策を考案し、

これを実施するものとする。

(k）クラブIT推進委員会
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この委員会は、情報伝達の効率化を目的とし、 クラブの情報通信の窓口として、会員

の理解を積僅的に進める ものとする。

第2節 職業奉仕委員会

この委員会は、本クラブの会員が、その職業関係における諸責務を遂行し、各会員それぞれ

の職業における慣行の一般水準を引き上げるうえで役立つ指導と援助を与えるような方策を

考案し、これを実施するものとする。職業奉仕委員会委員長は必要に応じて委員会を開催し、

職業奉仕の全活動について理事会に報告するものとする。

第3節社会奉仕委員会

この委員会は、本クラブの会員が、その地域社会に対する諸責務を遂行するうえで役立つ指

導と援助を与えるような方策を考案し、これを実施するものとする。社会奉仕委員会委員長

は必要に応じて委員会を開催し、社会奉仕の金活動について理事会に報告するものとする。

( a ）人問尊重委員会

この委員会は、援助を必要とする人々に力を貸し、支援することによって、すべての

人が生涯にわたり幸福に暮らせるよう務めなければならない。

(b）地域発展委員会

この委員会は、地域とその諸施設の現状を改善することによ って住みやすい場所を築

くよう務めなければならない。

(c）環境保全委員会

この委員会は、地域の環境の質を調査、改善するよう務めなければならない。

( d）協同奉仕委員会

この委員会は、地域内のロータリー提唱の団体との関係を強化し、その奉仕活動に協

力することに務めなければならない。

(e ）新世代育成委員会（！日・青少年奉仕委員会）

この委員会は、次世代の主役である青少年に対しての理解を深め、健全な育成を目指

して行くものとする。会員は、まず己を慎んで、青少年指導の資格を養い、直接青少

年と接し、共に活動することに務めなければならない。

（£）インターアクト委員会

この委員会は、学校、 地域社会への奉仕、国際理解を推進する活動、親睦活動の3つ
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の軸に基づき、 その支援活動に会員の理解と協力を得るこ とに務めなければならない。

(g）ローターアク ト委員会

この委員会は、 18歳から30歳までの青年男女が個々の能力の開発にあたって役立

つ知識や能力を高め、それぞれの地域社会における物質的あるいは社会的ニーズに取

り組み、親睦と奉仕活動を通じて、全世界の人々の聞に、より良い信頼関係を推進す

るための機会を提供することに務めなければならない。

(h）ライラ委員会

この委員会は、地医内の若い人々と会員が参加する地区プロジェクトを通し、若い

人々の指導者および善良な市民と しての資質を伸ばすことに務めなければならない。

第4節国際奉仕委員会

この委員会は、本クラブの会員が、国際奉仕に関する事柄においてその諸責務を遂行するう

えで役立つ指導と援助を与えるような方策を考案し、これを実施するものとする。国際奉仕

委員会委員長は必要に応じて委員会を開催し、国際来仕の全活動について理事会に報告する

ものとする。

( a ）世界社会奉仕委員会

この委員会は、同際ロータリーが定めた一定の方式に従って、海外に向かつての社会

奉仕活動を行うものとする。

( b ）ロータリ ー財団委員会

この委員会は、国際レベルの人道的、教育的プログラムを通じて、 世界理解と平和を

達成するために、ロータ リ一財団の活動に協力するものとする。

( c ）米山奨学委員会

この委員会は、勉学 ・研究を志して日本に留学している外国人に対し、国際理解と親

善を深めるための援助を行うために、米山奨学会の活動に協力するものとする。

( d ）ポリオプラス委員会

この委員会は、2005年までに地球上からポリオを撲滅する、ロータリ ーの大規模な国

際レベルの人道的事業で、ポリオプラス活動をスポンサーすることに、協力するもの

とする。
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第 l0条出席義務規定の免除

理事会に対して書面をもって、 正当かつ十分な理由を具して申請することによって、会員は

出席義務規定の免除が与えられ、一定期間を限り本クラプの例会を免除される。

第11条財務

第1節

会計は本クラブの資金をすべて理事会によって指定された銀行に預金しなければならない。

第2節

R Iに対する人頭分担金、雑誌購読料、地区資金、地区事業費、地区分担金の支払いは、そ

れぞれの期円に本クラブ会員数に基づいて行われるものとする。

第3節

第2節に記載された支払い以外の勘定書は、会計と幹事の2名の署名する伝票に基づき支払

われるものとする。本クラプのすべての会計事務については、毎年 1回公認会計士または他

の有資格者、 あるいは副会長によって全面的な監査カ苦行われなければならない。

第4節

第3節に記載された支払いは、月末に締め、翌月の第二例会日までに行われるものとする。

第5節

本クラブの会計年度は7月l日より S月30日に至る期間とし、会費徴収の目的のために、

これを7月1日より l2月31日に孟る期間およびl月1日より 6月30日に至る期間の二

半期に分けるものとする。

第6節

各会計年度の初めに会計はその年度の収支の予算を作成しなければならない。その予算は、

理事会によって承認された後、各費目ごとに支出の限度となるものとする。但し、理事会の

議決によって別段の指示がなされた場合はこの限りではない。

第 l2条入会手続き方法

第 l節

本クラブの正会員によって推薦された会員候補者の氏名は、 書面をもって、本クラブ幹事を
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通 じ、理事会に提出されるものとする。移籍する会員または他クラブに属していた元ク ラブ

会員は、元ク ラプによって正会員に推薦されても良い。この推薦は、本条に別な定めのある

場合を除き、 事前に漏らしてはならない。

第2釘j

理事会は、 その被推薦者がクラブ定款の職業分類と会員資格の条件をすべて満たしているこ

とを確認するものとする。

第3節

理事会は、推薦状の提出後30日以内にその承認または木承認を決定し、これをクラブ幹事

を通じて、推薦者に通知しなければならない。

第4節

理事会の決定が肯定的であった場合は、被推薦者に対し、幹事はロータ リ｝の目的および会

員の特典と義務について説明しなければならない。この説明の後、被推薦者に対し、会長は

会員申込用紙に署名を求め、 また、本人の氏名および本人に予定されている職業分類をクラ

ブに発表することについて承諾を求めなければならない。

第5節

被推薦者についての発表後7l:.l以内に、理事会がクラプ会員（名誉会員を除く）の誰から も、

推薦に対し、 理由を付記した書面による異議の申し立てを受理しなかった場合は、被推薦者

は当クラブ会員に選ばれたものとみなされる。

理事会に対し異議の申し立てがあった場合は、会長は7日以内に理事会を招集し、 その理事

会会合において、この件について審議を行うものとする。異議の申し立てがあったにもかか

わらず、 入会が承認された場合は、被推薦~は当クラブ会員に選ばれたものとみなされる。

第6節

以上の手続きを経た後に、会長は当該会員の入会式を行い、幹事は当該会員に対して会員証

を発行し、 新会員をRIに報告しなければならない。ロータリー情報委員会は入会式で新会

員に贈呈する適切な資料を提供し、 会長は当該会員がクラブに溶け込めるよう援助すること

を担当する会員を 1名指名するものとする。

第 13条 名誉会員却を薦手続き方法
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第l節

推薦基準は、次の通りとし、被推薦者はその基準をすべて満たした人とする。

( a ）ロータリー奉仕活動に多大なる貢献をした人で、パスト会長またはそれに準ずる人

( b ）ロータリー歴20年以上

( c）推薦者7名以上

第2節

本クラプの会員によって推薦された名誉会貝候補者の氏名は、書面をもって、本クラブ幹事

を通じ、理事会に提出される ものとする。

第3節

理事会は、その被推薦者が名誉会員の資格の条件をすべて満たしていることを確認するもの

とする。

第4節

理事会の被推薦者についての発表後7日以内に、理事会がクラプ会員の誰からも、推薦に対

し、理由を付記した書面による異議の申し立てを受理しなかった場合は、被推薦者は名誉会

員に選ばれたものとみなされる。

理事会に対し異議の申 し立てがあった場合は、 会長は7日以内に理事会を招集し、その理事

会会合において、この件について審議を行い、承認または不承認を決定する。異議の申し立

てがあったにもかかわらず、 承認された場合は、被推薦者は当クラブ会員に選ばれたものと

みなされる。

第5節

例会の食事代とクラブ催事に参加する場合の費用は、自己負担とする。

第l4条決議および審議

本クラブに関する決議または提案等は、理事会によって審議された後でなければ本クラブに

よって審議されてはならない。 もし、かかる決議または提案等がクラブの会合でなされたら

ぱ、その場で審議することなく理事会に委ねなければならない。

第 15条議事の順序
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閉会宣言

来訪ロータリアンの紹介

来信および告示事項

委員会報告

審議来終了議事

新規議事

スピーチその他のプログラム

閉会宣言

第16条改定

本細則は、定足数を満たす例会において、出席会員の3分の2の賛成投票によって改定する

ことができる。但し、かかる改定案の予定は、当該例会の少なくとも 10日前に各会員に通

知されていなければならない。クラブ定款およびRIの定款、細則に抵触するような改定ま

たは条項追加を本細則に対して行うことはできない。

付則

改定履歴

2007（平成19）年 6月 6日改定

2008（平成20）年 4月23日改定
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横浜緑ロータリークラブ・クラブ細則内規

第1条役員の指名基準

第1節会長ノミニー

会長ノミニーの指名基準は、原則として、幹事経験者とする。但し、指名委員会の全員の推

薦があれば、この限りではない。

第2節幹事

幹事の指名基準は、次の役職のうち、 3つ以上の役職を経験した者とする。

常任委員会委員長

親睦活動委員会委員長

S. A. A. 

会計

但し、会長エレクトが理事会に上申を行い、承認を得た場合はこの限りではない。

付則

改定履歴

2007（平成19）年 S月 6日改定

2008（平成20）年 4月23日改定
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横浜緑ロータリークラブ・慶弔規程

（目的）

第1条 この規程は本クラプが会員に対する慶事、弔事傷病文は、被災に付いて慶弔見舞を行う際に

適用する。

（慶事）

第2条 1.会員が結婚する場合は祝電及び3万円の祝金を贈呈する。

（弔事〉

2.会員の子供が結婚する場合1万円の祝金を贈呈する。

3.会員が公に表彰を受け又は特別の栄誉を浴し理事会が相当と認めた時は2万円程度の

記念品を贈って慶祝する。

第3条 会員及び家族が死亡したとき。

（傷病）

1.会員が死亡した時は花輪、弔辞と共に5万円の弔慰金を献上する。

2.会員の配偶者が死亡した時は花輪と2万円の弔慰金を献上する。

3.会員の家族（一親等の尊属又は生計を共にする一親等の卑属）が死亡した時は1万円の

弔慰金を献上する。

4.当クラブに対し特別の功労があったと認められる人については理事会の議を経て、花輪と

弔慰金を献上する。

第4条 会員が傷病により30日以上入院、加療した場合はクラブより2万円の見舞金を贈呈する。

（被災）

第5条 会員の事業所又は住居等が火災、水害文は不患の災害等により損害を受けた場合、3万円

の見舞金を贈呈する。但し、天災地変の場合は除くe

積浜緑ロータリークラブ慶弔規程（ II2) 
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（通知畿務）

第6条 会員は本規程の適用を必要とする事態が発生した場合、速やかにクラブに通知する。

（その他）

第7条 1.本規程適用範囲の認定其の他、この規程に定めない事項は理事会の識を経て決定する。

但し緊急を要する場合、会長、幹事の専決により執行し理事会に報告承認を求める。

2.本規程により祝金、祝品及び弔慰金、見舞金を受けた会員は其の返礼はしない事にする。

付則

改定履歴

1994（平成 6）年 7月 1日改定

償浜緑ロータリークラブ慶弔規程（2 I 2) 
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職業コード

.業技能を提示するのに攻のコードをお使い下さい。
例：あるクラブ会員が大学教授だとします。 12-05［大学、専門学校の教員のコード］のように、会員の氏名の隣に、町が定義す
る職業技能のコードを書き込んで下さい。

針理及び金副.
公認会計士・個人業務｛01・01)
公認会計士・企業／事業所内業務
(OJ-02) 

会計監査人（01・03)
予算アナリスト（01・04)
財務アナリスト（01・05)
株式仲買人 正々券幾（01・06)
その他（0ト99)

広告／広鰻鵬係
広告官理職（02・01)
広報管理職（02・02)
コピーライター（02・03)
広報関係専門家（02・04)
その他（02-99)

..臣、漁，陣、将Z慣
農業従事者／ft.l,Q管理者｛03・0I) 
漁業（03・02)
農鉢•＜o3・03)
森綜保全（03-04)
その他（O~ト99)

建鏡及びエンジニアリング
遇策（04.01)
造園（04・02)
.0費量エンジニア（04-03)
航空宇宙エンジニア（01-04)
化学エンジニア（0405) 
土木エンジニア（04・06)
電気エンジニア（04・07)
環規学エンジニア（04・08)
生産管理エンジニア （04・09)
機械エンジニア（04・10)
鉱山工学エンジニア（04-11)
原子力エンジニア（04・12)
測量技師（04・13)
その他（04-99)

アート及びデザイン
アート~督（05-01)
画家（05・02)
彫刻家（05-03)
陶芸家（05・04)
イラストレーター（0505) 
マルチ・メディア・アーテイスト／アニメ
ーシヨン製作者（05心6)
コマーシャル及びインダストリアル・
デザイン（05・0η
ファッション・デザイン（05・08)
フラワー・デザイン（05-09)
グラフィック・デザイン（05・10)
インテリア・デザイン（05・1I) 
その他（05-99)

銀行費量及び管財
銀行量産／銀行管寝峨｛06-01)
投資アドバイザー（06-02)
妓資富十踊管理磯（06・03)
その他（06・99)

量’E及びその他宗敏関係
全宗教聖職者（07・01)
宗教教育者（07・02)
霊略者以外の宗教穏（07.Q3) 
その他（07-99)

コンビュータ－Ft<J情穣システム
システム・アナリスト（08-01)
コンピューター・プログラマー（08-
02) 

コンピzーター・ソフト・エンジニア
(08-03) 

コンピューター・ソフト文媛専門職
(08・04) 

その他（08-99)

コミュニケーション／ニュース糧道
関係
通訳、翻訳者（09-01)
カメラマン（09-02)
著述家／作家（09-03)
砲集者（09-04)
報道記者／遺伝員（09-05)
その他（05ト99)

地最重及び社会サービス
相霊定員(10-01)
ソーシャル・ワーカー（J0.02)
その他(10・99)

建役、修理及びメンテナンス
建設請負（11・01)
大半及び関連職（Il・02)
配管工法び関連職（ll・03) 
電気工及び関連総（11-04)
その他（11-99)

敏育
事務戦・大学、専門学校（12-01)
事務犠・中学、高校(12-02)
事務理量・小学校（12-03)
毒事務機・幼稚園、保台所（1204) 
教員ー大学、専門学筏(12・05)
教員ー中学、高校（12-06)
教員・小学校（12・07)
教員・幼稚園、保育所（12-08)
教員ー特殊教育（J2.Q9)
カウンセラー（12・叩｝
成人識字教育 (12-11)
教員繍助{12・l 2) 
訓練、能力開発専門家(12-13)
その他（12・99)

鍍療及びスポーツ
男優／女優 （13-0l)
音楽家／歌手 （13-02}
ラジオ／テレビのアナウンサー（13・
03) 

プロデューサー／監督（13-04}
舞踏室長／俵付け専門家（13・OS}
舞台マネージャー（13・06)
舞台セット・デザイナー (13-07)
スポーツ選手（13・08)
コーチまたはスカウト（13-09)
審判長その他のスポーツ関連役員
(13-10) 

その他(13-99)
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食品産量目
レストラン経常者｛14・0I) 
シェフ／綱理師｛14-02)
食品加工及び食品派通業(l1・03)
その他（14・99)

政府
国家公務員／国会議員（15・01)
地方公務員｛県）／！属議会議員(15-02)
市町村役所公務員／市町村開会議
員(15・03)

地域／郷市計画統率者(15・04)
郵便局長／郵便局員（15・05)
国税斤税務関係職員、地方税務署税
務関係職員（15・06)
その他(15・99)

人事関係
人事領当峨員（1601) 
労務専門家（16-02)
その他（16-99)

保険及び危織管理
保険会社管理Cl¥(17・01)
保険代型店(17-02)
保険業者(17-03)
危機管理専門家（！7・04) 
その他（17・99)

)!!t 
弁護士（18-01)
銭判官(18-02)
調停員（18・03)
司法書士又はそれに準ずる（18-04)
その他（18・99)

管理
会議立案鯛盤担当（19・01}
非政府組織／団体管理職(19・02)
その他(19・99)

製造
企業種役以上（20・01)
工場管理職（20・02)
製造事門家（W・03)
その他（20・99)

マーケティング及び販売
マーケティング管理店店（21・01)
小売業（21・02)
卸売り／企策営講義（2ト03)
その他（21・99)

医愈／ヘルス・ケア
管理E峨（22-01)
箇科医（22-02)
栄護士（22・03)
救急医療士／パラメディック（22-04)
疫学者（22・05)
看護婦／看護士（22-06)
薬剤師（22・07)
医師／外科医（22・08)
心理学者（22・09}
精神科医（22・10)
セラピスト（線能町II師事士、作費壁療法
士、聴力却II練士（22・1I) 
4見カ験定医／眼鏡屋（2212) 
獣医（22・13)
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その他（22-99)

軍役｛相当する自衛隊鵬を湿ぶ｝
陸軍 ・現役（2301)
陸軍・退役（23.02)
海軍・現役（23-03)
海軍退役（23-04)
空軍・現役（23-05)
空軍ー退役（23-06)
その他（23-99)

警東など
笹察（24・01)

消防士（24-02)
私立探偵々 周査員（24・03)
その他（2499) 

不動産
不動産鑑定士（25・OJ)
不動産販売（25・02)
不動産開発（25-03)
ピル管理量（25-04)
その他（25-99)

科学、敵学及び緩衝
アクチ2アリー（保険言十種人）（26-01}
統計士（26・02)
数学者（26-03)
天文学者（26-04)
生物学者（26-05)
化学者（26・06)
地理学者（26-07)
水文学者（26・08)
微生物学者（26・09)
その他（26-99)

ザーピス穫量陸
ドライクリーナー（2701) 
仕立業（27・02)
線行代理業（27・03) 
ホテル管理（27-04)
ノ号ーソナル・ケア（~霊祭、スタイリスト
など） (27・05)

子供の世話（27・06}
その他（27-99)

社会科学
文化人類学者（28-0I) 
社会学者（28-02)
歴史家ρ8-03)

政治学者（28-04)
司書（28-05)
古文書学者（28-06)
その他（28-99)

運繍
航空事命送（29-01)
道路輪送（29-02)
鉄道輸送（29-03)
海上翰送（29-04)
その他｛29-99)
その他（ど説明下さい） (99) 
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OCCUP~百ONS

Use the following codes to fodicate occupational skills. 

EXAMPLE: A club member is a university professor. Advise RI of the member's occupational skill by indica討ngthe 
following code next to the membeピsname -12心5[Teacher-Post seco『1dary.]

ACCOUNTING AND Fl”ANOAL COMPUTER AND INFORMATION GOVERNMENT Other (22・99)
SERVICES (01) SYSTEMS National/Federal Representative/ MILITARY 
CPA/Chartered Accountant・Private Systems Analysts (08・01) Legislator (15・01) Army -active (23・01)
Practice (01・01) Computer Programmers {08・02) State/Province Rep同senta肘ve/ Army -retired (23・02)
CPA/Chartered Accountant-Corporate/ Computer Software en9inee隠（08-03) Legislator (lS・02) Navy ・ active (23・03)
Business (01・02) Computer Support specialists (08-04) Municipal/City Representative/ Navy－陀討red(23・04)
Auditor (01・03) Otheパ08-99) leg isl司tor(15・03) Aif Force ーヨE肘ve(23・OS)
Budget Analyst (Oト04) COMMUNICATIONS/N側 SMEDIA Community/Urban Planner (1 S・04) Air Force • re訴時d(23-06) 
Financial Analyst (01・OS) Interpreters and I陥nslators(09・01) Postmaster/ Postal Services (15・05) Other (23-99) 
Stockむroker/trader(01・06) Photog『aphers(09-02) Tax examiners, tollectors and revenue 
Other (Ol・99) agents (15・06) PROTECTIVE SERVIα主

Writer/ Author ( 09・03)
Other (15・99) law Enforcement (24-01) Fire Fighter 

ADVERTISING/PUBLIC REιAllONS Editor (09-04) (24・02)Private Investigato『（24-03)
Advertising Manager (02・01) Reporter/Correspondent (09・05) ”U伺ANRESOURCES/PERSONNEL Other (24-99) 
Public Relations陶 nage『（02・02) Other (09・99) 例ANAGEMENT
Copywrite『（02・03) co州陶UNITYAND SOCJAL SERVICES Human Resources professional (16・01)

REAL ESTATE 

Placement specialist (02-04) Counselo目（10-01)Social Wo『kers(10- Labor Relations Specialist (16心Z)
Appraise時andAssessors (25・01)

Other (02-99} 02) Other (10・99) Other (lふ99) Real estate sale宝（25-02}
Real estate develop『nent(25・03)

AGRICULTURE, FIS”ING AND CONSTRUCTIO肌 REPAIRAHO INSURANCE A ND RISK伺ANAGE阿ENT Building management (25-04) 
FORESTRY MAINTENANCE Insurance company manager (17・01} Other (25-99) 
Fam時『／farmmanagement (03・01) Contractor (11-01) Insurance broker (17・02)

SCIENCE, MATH AND TEC”H0l06Y Fishing indus町（03・02) Ca叩enteror r由 tedocrup組側 Insurance underwriter (17・03)
Agrofo陀stry(03・03) (11・02) Professional Risk Manage『｛17・04) Act岨ry(26-01) s匂偽討cian(26・02)

Fo陪 tconservation (03・04) PlumbM町陀latedoccupation (11心3) Othe『（17・99)
陶 t:hematician (26--03) Astronomer 

0出er(03・99) (26・04)Bi蜘gist(26・05)Chemi史
日ectriciano『陀latedoccupaりon LEGAL (26・06)Geologist (26・07)

ARCHITECTURE AND ENGINEERING (11・04) Lawye『／Ba附ster/Solicito『（18・01) Hydrologist (26・08）州icrobiologist
A『chitects(04・01) Othe『（11・99) Judge/Magistrate (18・02) (25-09) Other (26・99)
Landscape A『chitect(04・02) EDUCATION Arbitratロ昨Mediatoror Conciliator 
Ag『k此u叫 Engineer(04-03) Administrator -Post-secondary {12- (18・03) SERVICE INDUsrRtES 

Aerospace Enginee『（04・04) 01) Paralegal or other support {18・04) DI)' Cleaner (27・01)

Chemical Engineer (04・05) Administrator幽 Seconda『y(12・02) Other (18・99) Tailor (27・02)

Civil Engineer (04・06) Administrator -Elementary (12-03) MANAGEMENT AND ADMINISTRATION 
Travel Agent (27-03) 

Electrical Engineer (04-07) Administrator -Early Childhood Meeting or Convention Planner (19・
Hotel Management (27・04)

Environmental Engineer (04・08) (12-04) 01) 
Personal Ca『畦provider(Barber, Stylist, 

Industrial Engineer (04・09) Teacher ·• Post・secondary( 12・05) Non-Governmental Organization/ 
etc) (27-05) 

Mechanical Engineer (04・10) Teacher --Secondary (12-06) Association manager (19・02)
Child Care provider (27・06)

Mining Engineer (04・11) Teache『－Elementary (12・07) Other (1事・99)
Other (27・99)

Nuclea『Engineer(04・12) Teacher -Early Childhood (12-08) SOCIAL SCIENCES 
St』『veyor(04・13) Teacher •• Special Education (12・09)

例ANUFACTURING Anthropologist (28-01) 
Other (04・99} Counselor (12・10}

Corporate executive (20・01)Plant Sociologist (28・02)
manager(20・02)Production 

ART AND DESIGN Adult literacy (12-11) specialist (2C>-03) Other (20-99) 
Historian (28-03} 

A代Director( 0 5・01) Support sta仔（12-12) Political Scien討st(28・04)

Painter (05・02) Training and Development Specialist MARKffiNG AND SALES lib『arian(28・05)

Sculptor {05-03) (12・13) Marke討ngmanager (21・01) Archivist (28・06)

Ceramicist (05・04} Other (12・99) Retail sales professional (21・02) Other (28-99) 

Illustrator ( 05・05) ENTERTAIN阿ENTAND SPORB 
Wholesale/corporate sales prof宅ssi目nal TRANSPORTATION 

M叫b・medぬartistor animator (0ら06) Actor/Actress (13・01)
(21-03) Air (29・01)

Commercial and indust巾idesign Musician/Singer (13-02) 
Other (21・99) Road (29-02) 

(05・07)
Radio/Television Annou目cer(13・03) MEDICAL/HEAlT“CARE Railroad (29-03) 

Fashion design (05・08) Producer/Dire出 r（日心4) Adrnioistrat創（lZ-01) Sea (29-04) 
Roral design (05・09)

Danceぴcho『eogr司ph町（13-05) Dentist (22・02) Other (:?9・99)
G同凶icdesign (OS・10) Stage manager (13-06) Dietitian (22--03) Othe『（Pleaseindicate) (99) 
Interio『design(OS・11) Set designer (13・07) Emergency Medical Technician/ 
Othe『（D＇＞・99) Athlete (13・08) Paramedic (22-04) 

BANKI”GANO伺ONEYMANAGEMENT Coach o『氏。ut(13・09) Epidemiologist {22・05)

Banker/bank manager (06心1) Umpire, referee, other spo『tofficial Nurse (22・06)

Investment adviso『（06-02)Po陀fotio (13・10) Pharmacist (22・07)

manager {06・03)Other (06・99) Other (13-99) Physician/Surgeon (22-08) 

CLERGY ANDσ『HERRELIGIOUS FOOD INDUSTRY 
Psychologist (Z2・09)

Cler官y(07・01) Restaurateur (14-01) 
Psychiatrist (22・10)
Theraph七includingphysical, 

Religious Educators (07・02) Chef/Cook (14-02) occupational, audiology (22・11)
lay Religious professionals (07-03) Food processing and distribution Optometrist/Optician (22・12)
Other (07-99) professional (14・03) Veterinarian (22・13)

Other (14-99) 
EN 

58 
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ロータリーの未来は
あなたの手の中に

奉仕に向けて42名

会 長

河原裕典

貨物自動車輸送

副会長

餅田 実

地域工業団体

天野正昭

理．容（理・美容業）

江田憲司

大学

副会長

河淵 雄

電子試験機

荒井ゆかり

病院

遠藤一典

ビル賃貸
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幹 事

若山 誉

社会保険労務士

石）II 輝久

県議会議員

大地哲郎

病院



r争＇；~
h‘g，利
l ~－~...4 

目大野富生

調剤薬局

加藤海士郎

保安機器の錠前

小泉 豊

損害保険

清水裕之

税理士

高野 久

小売業

団
回目

阿部忠仁

電気工事

加藤喜夫

歯科医

駕藤好費

土地賃貸

下中英輝

葬祭業

高橋正治

市会議員
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岡本 健

銃器及び火薬

北原弘文

保険代理業

葬藤清紀

教

高嶋淳二

看板広告

竹内 建

その他サービス産業



， 
問中 孝

不動産賃貸

鶴岡 武

非鉄金属製錬

西国 靖

配管工及び関連

前迫静美

商業銀行

森 －誠

家具屋内装飾

業

畑

券
田

証
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土志田猛

不動産業

幹事

漬田 茂

ホテル

武藤泰典

送風機製造

升＂＇
湾木 宏

鉄道建設

露木健造

自動車整備

長根 信康

推進」二事

藤津 均

眼科医

村松勇治

設備工事

山ド栄識

建設機械



代々木和男

建築材料

脇田幸一

産婦人科医

きコとで、きるC02削減
明日のために 42名
今日もまた…
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